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は じ め に 

 

1986 年から続いたバブル景気が 1991 年に崩壊した。この厳しい事態に企業が生産性向上や高付

加価値の魅力的な商品開発を必死に追求する経営改善の幕が開けた。この経営改善を学ぶお手本と

して目に留まったのが日本の元気な中小企業である。例えば、米国のゼネラル・エレクトリック（G.E）

社のジャック・ウエルチ会長が、1994 年頃に組織の壁による大企業病に危機感を持って、「小企業

の精神を大企業に移せ、組織の壁を取り払い変化に対応、行動、哲学、理念が先、数字はその産物」

と指示された。また、米国の著名な経営学者たちによる日本の元気な中小企業調査も行われ、その

成果が経営書として出版されている。 

 

2004 年に本部会もこの状況を考慮して研究課題に取り上げ、身近な関東地方の元気な中小企業を

調査することにした。調査に先立って価値創造の視点に立った分析方法を研究した。メンバーの多

くの方は大企業出身者であり、大企業病に知らずして罹っているので、このブラストに努め、種々

の文献を勉強して成功要因６項目をまとめた。６項目とは①社長のリーダシップ、②市場の選択、

③構造変化への対応、④コア技術、⑤外部情報収集と協力者、⑥人材育成 である。これを５段階

で評価する評価基準を設定し、レーダチャートでビジュアル化表現した。 

 

調査は６項目について約３時間、経営トップに直接インタビューして行っている。その内容を分

析研究して学んだ成果を簡潔に約 1200 文字にまとめて、ＶＥ情報誌「バリュー・コンピテンシー」

誌に連載することにした。調査頻度はＶＥ情報誌の発行回数に合わせて年４回とし、2005 年５月に

調査した三浦化成工業㈱から数えてこれまでに 37 社の取り組みを紹介している。特に参考になっ

た会社には東日本支部主催の会合等で講演をお願いし、会員の方々に直接聞いていだたく機会を設

けた。 

 

この 10 年間の中でリーマンショックが 2008 年９月に起こって大不況となり、海外調達や海外生

産を考えた一層のコスト競争強化策が進んだ。さらに、情報通信技術と交通手段の発達によって情

報と人の移動が国境を越えて容易となり、グローバル化時代になるとともにデジタル化時代となっ

た。この結果、市場が国際化して製品やサービス、事業のライフサイクルが短くなり、従来の常識

が通用しない熾烈な競争主義の時代となった。スピード感をもった革新的な「もの創り」の時代と

なり、下請けから世界で戦えるオンリーワンのコア技術を持った独立型の中小企業が増えてきてい

るのは日本にとって明るいことである。前半の調査会社には生産の合理化が多いが、後半はこの独

立型の会社が多くなってきている。 

 

インタビューの度に、経営トップの揺るぎない信念・情熱を熱く感じるとともに、“モノづくり

は人づくり”の大切さを現場の切実な声としてお伺いし、数多くのことを学んだ。世界で企業の勝

ち残りを目指す多くの関係者にＶＥ情報誌連載の 37 社の記事が参考になれば幸いである。 

 

2015 年 2月 

東日本支部マネジメント部会 

主 査 名古屋純也              



１．企業評価分析 

 

  調査に先立って各社の価値創造の取組みを視る分析方法を研究した。種々の文献勉強と調査検証

により成功要因を６項目にまとめた。その内容を以下に述べる。 

 

1.1 成功要因６項目の設定 

新しい価値を創造して会社が継続発展していくためには、会社を取り巻く外部要因と内部要因に 

起因する課題を時代の変化に対応して前向きにスピーディに解決していくことが会社成長の要で

ある。この課題解決に有効と考えられる要素を６項目に整理し、成功要因としてまとめた。 

 

課題の外部要因は市場ニーズの変化である。この変化と売上高の関連を図示したのが、一般によ

く知られている図表１に示す製品（技術）やサービスのライフサイクル図である。 

  

新しい製品（技術）やサービスは市場投入から成長期を経て成熟期を迎え、やがて市場ニーズの

変化により衰退期に入る宿命を持っている。従って、事業の継続・発展のためには変化をいち早く

察知して次の開発を行い、図表１に示す「死の谷」が生じないようにしなければならない。 

また、付加価値のバリュー・チェーンとして、一般に図表２に示すスマイルカーブが知られてい

る。経営資源をどこに重点投入して経営するかの参考になる。 

次の課題の内部要因は、業務を効率よくするために作られた組織が変化に抵抗する大企業病とし

て良く知られている。しかし、社員個人も自分の殻に閉じこもり、“ヌシ化”して変化に抵抗する

特性を持っている。これらの内部志向が強くなると変化に気付かない“ゆでガエル現象”と称され

る問題点となる。世界の大企業である米国のゼネラル・エレクトリック（G.E）社のジャック・ウ

エルチ会長が、1994 年頃に組織の壁による大企業病に危機感を持って、「小企業の精神を大企業に

移せ、組織の壁を取り払い変化に対応、行動、哲学、理念が先、数字はその産物」と指示されたこ

とは大いに参考になる。 

上記の課題対応には、①信念のある経営哲学、志、情熱など持った社長のリーダシップ、②自社

の経営資源を勘案した市場選択の読み、③市場の構造変化への構造改革対応力、④自社コア技術の

評価と発展戦略、⑤情報取集と自社の経営資源を補う開発パートナーの獲得、そして、これらの根

幹となる価値を創造する、⑥人材の獲得・育成と社風が重要な要素であると考えて、これらの６項

目を設定して、各社調査の中で学んだことを分析する過程で検証して内容を確立した。これを図表

３に示す。また、各項目の内容に該当する著名な経営者、経営学者の提言も付記する。 
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６項目 要点 内容 

１．社長のリーダシップ 価値観と変化への 

対応と成果 

経営理念、ビジョン、企画力、信念、熱意、 

積極性、統率力、伝達力、好かれる人間性 

２．市場の選択 将来性と経営資源の 

維持・拡大 

市場の成長、差別化・優位性 

市場規模と経営資源の伸張 

３．構造変化への対応 変化への気付きと 

果敢な改革対応 

市場構造変化の気付きと構造改革対応力 

４．コア技術 独自の高付加価値 

化技術の確立 

ニーズを商品化する力、オンリーワン技術、 

ナンバーワン技術 

５．外部情報収集と協力者 情報発信・収集と 

協力者 

情報の発信・収集を意図的に実施 

協力者のネットワーク構築 

６．人材育成 人材の計画的育成 創造性能力、後継者育成計画の実施と継続 

図表３ 成功要因６項目 

 

【参考になった著名な経営者、経営学者の提言】 

・社長のリーダシップ；人間性：稲盛和夫、経営哲学・情熱：稲盛和夫、Jim Collins 

                      感性・洞察力：Peter F.Drucker、戦略：Michael E.Porter 

・市場の選択；自らの強みを知る：Peter F.Drucker 

              戦略・差別化・ポジショニング: Michael E.Porter 

・構造変化への対応；時間管理・情報：Peter F.Drucker 

・外部情報収集と協力者；暗黙知の収集：野中郁次郎、one to one：Philip Kotler 

・人材育成；自主性：稲盛和夫、Peter F.Drucker、Jim Collins 

 

1.2 成功要因６項目の評価基準 

これらの６項目がどの位のレベルで取り組まれているかを５段階で評価することにして図表

４に示す評価基準を設定した。 

図表４ 成功要因６項目の５段階評価基準 

２．市場の選択 ３．構造変化対応 ４．コア技術 ５．外部情報収集 ６．人材育成

リーダシップ 経営理念 成長性 価値創造 差別化 情報発信・収集 やる気
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評価は社長から社員までどの程度まで浸透・成熟しているか、インタビュー内容をメンバーが議

論して５段階評価した。その実施例を図表５に示す。図表の各項目の総合評価点をレーダーチャー 

トで図示した。 

図表５ レーダーチャート作成の評価実施例 

 

1.3  調査方法と成果の発表 

調査は６項目について約３時間、各社のトップに直接インタビューして行った。その内容を部会

で分析研究し、学んだ成果を簡潔に約 1200 文字にまとめてＶＥ情報誌「バリュー・コンピテンシ

ー」誌に連載した。調査頻度はＶＥ情報誌の発行回数に合わせて年４回とした。2005 年５月に調査

した三浦化成工業㈱が最初で、これまでに累計 37 社に上っている。特に参考になった会社には特

別講演を年２回企画し、ＶＥ協会会員の方々に直接聞いていただく機会を設けた。 

  

1.4 成果のまとめ 

37 社を分析した結果の６項目の全体を簡潔にまとめたものを図表６に示す。各トップが独自の価

値創造を行う上で重要視している内容をまとめたものである。 
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成功要因６項目 内        容 

１．社長のリーダシップ 

中小企業は社長の意向で 90％程度は決まるといわれている。

経営の方向付けを行い、社員を引っ張るリーダーは、①信念、

②企画力、③熱意・情熱、④経営理念、⑤モチベーションを

上げる社風を大切に考えている。 

２．市場の選択 

市場の成長性、技術優位性、ニッチ市場、差別化、自社のポ

ジションなどが判断の基で、自社の経営資源を勘案して、顧

客に意味のある”差別化”の技術、製品分野を選択している。 

３．構造変化への対応 

「市場の変化に気付く」→「対応する」→「結果を出す」の

各能力は一連の業務としてつながっている。「変化を察知し

て素早く改革対応する能力」を最も重要視して、信念をもっ

てタイムリーに事業の構造改革を実行している。 

４．コア技術 

世界で勝つために、商品化力のあるオンリーワンのコア技

術・製品の創造とその発展、それをベースにしたさらなる発

展に経営資源を集中投下している。 

５．外部情報収集と協力者 

情報技術時代において開発スピードを上げるために、自ら

種々の場に情報を発信して必要情報得るとともに、技術や製

品開発に関連産業と連携したり、国、都道府県、大学などか

らの支援を得たり、あるいは共同開発を積極的に進めている

会社が多くなってきている。 

６．人材育成 

独自の価値創造の要は人材である。社員が力を最大限に発揮

できるように高いモチベーションを重視している。このため

に経営理念の浸透や自主性を重んじた楽しい職場つくり、資

格、給与など種々の工夫をした明るい社風づくりをしてい

る。また、コア技術の発展と伝承に専門の技術教育を行うと

ともに、現場のＯＪＴ教育を重視している。 

 

図表６ 成功要因６項目の調査全体まとめ 
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部会の企業訪問活動（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007年 伊那食品工業㈱ 塚越会長 2008 年 ㈱コミー 小宮山社長 

2009 年 秩父電子㈱ 強谷社長 

研究会後の懇親会 

2009 年 ㈱アビー 大和田社長 
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２．評価項目別キーワード抽出と分析 

 

企業評価分析のまとめにあたって、元気な中小企業の６つの成功要因別にインタビューと工場見

学で得られた情報の中から“キーワード”を抽出して分類・分析した。その概要手順とイメージを

以下に示す。 

 

１） ６つの要因ごとにキーワード分類を行う。  

・訪問企業別に“キーワード”と思われる語録を抽出し一覧表にする。 

・要因別の詳細項目ごとにキーワードを分類する。(記号を付与する) 

         

               

 

 

 

 

 

 

 

２） 詳細項目別に集計する。 

・詳細項目別に頻度を集計表に表す。 

・考察を深めるために、経営・行動・判断の区分でも集計する。 

・グラフにして見える化する。 

 

 

   

３) 要因別の分析を要約しまとめる。 

・部会メンバーが分担してまとめ案作成し、部会で議論・洗練した。 

    

 

 

 

 

これらをさらに要約したものが４ページに掲載した全体まとめ(図表６)である。６つの要因別の

分析詳細については次頁以降に表す。                  

経
営

判
断

行
動

key word 抽出キー語録
成
長
性

優
位
性

市
場
規
模

差
別
化

ﾎﾟ
ﾞｼ
ｼ
ｮﾝ

計

1 ﾆｯﾁ市場 大手が参入しないニッチ産業 1 1
1 市場拡大 医療・携帯・ﾃﾞｼﾞｶﾒは市場拡大 1 1
1 市場拡大 ２色成形は大きく伸びる 1 1

1 需要の拡大 需要の波にのって拡大 1 1
1 特殊品の依頼 特殊な小型培養装置の製作依頼 1 1 2

1 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ制御 発酵・培養の一連のｺﾝﾋﾟｭｰﾀ制御装置 1 1 2
1 開発ﾋﾝﾄ 皮膚刺激器具より得たヒントの点字セル 1 1 1 3
1 ﾆｯﾁ市場 点字情報機器のﾆｯﾁな市場 1 1 1 3
1 変化するﾆｰｽﾞ 世の中の変化するﾆｰｽﾞを捉え 1 1 2
1 ﾕﾆｰｸ 面積のいらないもの、付加価値の高くﾕﾆｰｸなもの 1 1 2

1 顧客のﾆｰｽﾞ 世の市場に歓迎されるものを目標に 1 1
1 顧客のﾆｰｽﾞ 歯科医からの要望をきっかけで開発した 1 1
1 独自技術 体感遊具のほかに生き残るための独自技術 1 1 2

1 新分野 独自技術を開発して自動車分野 1 1 2
1 新分野 独自技術を開発して加工分野の市場 1 1 2

1 顧客のﾆｰｽﾞ 変化する顧客の要望にきめ細かく応える商品開発 1 1
1 条例適合 火災予防条例への適合 1 1 1 3

評価要素 １：経営 ２：判断 ３：行動 計（全体）

1 成長性 7 7 6 20

2 優位性 10 12 6 28

3 市場規模 6 4 0 10

4 差別化 12 14 9 35

5 ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 3 7 2 12

計 38 44 23 105
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2.1　社長のリーダ-シップ

社長のリーダーシップ　キーワード分析まとめ

評価要素別キーワード分布

１:　経営 ２:　判断 ３:　行動 計

1 経営理念 9 1 1 11
2 信念 11 9 12 32
3 熱意・情熱 6 0 9 15
4 積極性 0 1 8 9
5 自身 1 2 2 5
6 パワー、統率力、影響力 0 1 3 4
7 ビジョン、企画力 2 7 10 19
8 伝達力 0 0 0 0
9 人に好かれる個性 1 0 0 1

計 30 21 45 96

評価要素別キーワードグラフ
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30 

40 ３: 行動 

２: 判断 

１: 経営 

世間でいい会社といわれる会社に訪問し、なぜ良い経営ができているのかを直接社長にお会い

して探ってみた。中小企業の経営は９０％程度は社長の意向（資質）で決まるといわれている。

調査・分析の結果、会社を方向付け、従業員を引っ張っているリーダーには ①信念、②企画力、

③熱意・情熱、④経営理念が大切な要素と見受けられた。 
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社長のリーダーシップ　キーワードの分類　　（１：経営　２：行動　３：判断）

1 2 3 4 5 6 7 8 9
経
営
理
念

信
念

情
熱
熱
意

積
極
性

自
信

統
率
力

ビ
ジ
ョ
ン

伝
達
力

好
か
れ
る

1 悔しさが原動力 1 1

1 やる気になれば必ず道は開ける 1 1 2

1 経営は生きている。データに頼りすぎず、直感こそが真実 1 1 2

1 「人を知る」「物を知る」「時を知る」三知主義の企業理念 1 1

1 姿勢、本気、ひらめきが重要 1 1 2

1 世界に誇れる製品づくり 1 1 1 3

1 二宮尊徳に学び 1 1 2

1 社員の幸福を基点とした経営論 1 1 2

1 最高の技術屋になり、最高の部品作りたいという強い思い 1 1 1 3

1 一行に徹する、やればできる、必ずできる 1 1 2

1 士魂商才」で世界で戦える技術の向上 1 1 2

1 出会い、創る、信頼」を会社の原点 1 1 2

1 従業員が良き人生を送れるよう 1 1 1 3

1 無学に学ぶ 1 1 2

1 経営環境の変化にすばやく対応 1 1

 　　　　　      （　 小計　） 9 11 6 1 2 1 30

2 「お客様に迷惑をかけない 1 1

2 なんにでも挑戦した 1 1 2

2 下請けでなく直販 1 1 2

2 自社ブランドでの直販 1 1 1 3

2 即断即決の商談 1 1 2

2 独自技術開発・高付加価 　への事業転換 1 1

2 用途を広げて付加価値をつける 1 1

2 独自製品を開発 1 1 1 3

2 危機感をバネに新技術の将来性を確信し 1 1 2

2 少数精鋭の技術集団 1 1 2

2 高い目標を上げ技術開発用途を広げて付加価値をつける 1 1

2 「もの作りは技術力」をモットー 1 1

 　　　　　      （　 小計　） 1 9 0 1 2 1 7 0 0 21

3 時流に乗り安定 1 1

3 デジタルカメラ部品の大型受注の受け入れ 1 1

3 従業員一丸 1 1

3 世界初の 1 1 2

3 財務のリストラと事業の再構築 1 1

3 管理会計 1 1

3 新製品を毎年 1 1 1 3

3 電子機器用薄膜機能性材料の研究開発 1 1

3 顧客との会話は貴重なネタ 1 1 1 3

3 職人技と電子力の融合 1 1 1 3

3 超微細加工技術 1 1 1 3

3 　使命感、情熱が 成功へ 1 1 2

3 高水圧下の技術を生かし 1 1 1 3

3 調査研究用測定機器システム 1 1

3 ＦＢプレス加工の新分野を開拓 1 1 2

3 市場を独占すべく努力している 1 1 1 3

3 顧客の購入目的、使用方法、改善点を真剣に聞くことを肝に銘じている 1 1 1 3

3 ＣＡＳ技術の活用やシステムつくり 1 1 1 1 4

3 もの作りは技術力」をモットー 1 1

3 世界に先駆け開発に成功し、 1 1 1 3

3 マグロ１船買いや消費者までの一貫した物流システム 1 1 1 3

 　　　　　      （　 小計　） 1 12 9 8 2 3 10 0 0 45

 　　　　　      （　 合計　） 11 32 15 9 5 4 19 0 1 96

　　　社長のリーダーシップの抽出キーワード

経
・
行
・
判

計
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2.2　市場の選択

市場の選択　キーワード分析まとめ

評価要素別キーワード分布

評価要素 １：経営 ２：判断 ３：行動 計（全体）

1 成長性 7 7 6 20

2 優位性 10 12 6 28

3 市場規模 6 4 0 10

4 差別化 12 14 9 35

5 ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 3 7 2 12

計 38 44 23 105

評価要素別キーワードグラフ
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30 

35 

成長性 優位性 市場規模 差別化 ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 

行動 

判断 

経営 

元気な中小企業は、市場選択について、市場の拡大、技術の優位性、ニッチ市場、差別化、

自社のポジションなどの判断と行動をとっている。あの会社ならできる、あの会社ならやってく

れる、あの会社しかできない。あえて、絞り込むと、自社の資源（規模や特徴）を踏まえて”差

別化”にその存在価値を見だして力を発揮している。 
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市場の選択　抽出キー語録と分類

1 2 3 4 5

成
長
性

優
位
性

市
場
規
模

差
別
化

ポ
ジ
シ
ョ
ン

1 ﾆｯﾁ市場 大手が参入しないニッチ産業 1 1

1 市場拡大 医療・携帯・デジカメは市場拡大 1 1

1 市場拡大 ２色成形は大きく伸びる 1 1

1 需要の拡大 需要の波にのって拡大 1 1

1 特殊品の依頼 特殊な小型培養装置の製作依頼 1 1 2

1 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ制御 発酵・培養の一連のｺﾝﾋﾟｭｰﾀ制御装置 1 1 2

1 開発ﾋﾝﾄ 皮膚刺激器具より得たヒントの点字セル 1 1 1 3

1 ﾆｯﾁ市場 点字情報機器のﾆｯﾁな市場 1 1 1 3

1 変化するﾆｰｽﾞ 世の中の変化するﾆｰｽﾞを捉え 1 1 2

1 ﾕﾆｰｸ 面積のいらないもの、付加価値の高くﾕﾆｰｸなもの 1 1 2

1 顧客のﾆｰｽﾞ 世の市場に歓迎されるものを目標に 1 1

1 顧客のﾆｰｽﾞ 歯科医からの要望をきっかけで開発した 1 1

1 独自技術 体感遊具のほかに生き残るための独自技術 1 1 2

1 新分野 独自技術を開発して自動車分野 1 1 2

1 新分野 独自技術を開発して加工分野の市場 1 1 2

1 顧客のﾆｰｽﾞ 変化する顧客の要望にきめ細かく応える商品開発 1 1

1 条例適合 火災予防条例への適合 1 1 1 3

1 自働化 自働給排水機能を持つ給湯器 1 1 2

1 介護施設 介護施設に最適な超小型温水器の市場へ 1 1 1 3

1 ﾆｯﾁ市場 大手ﾒｰｶには合わないﾆｯﾁな市場、追い風となる 1 1 2

1 顧客のﾆｰｽﾞ 顧客のﾆｰｽﾞに的確に応え 1 1 2

1 ｺﾝｾﾌﾟﾄ 正確に調査するﾆｰｽﾞに応えるｺﾝｾﾌﾟﾄに独自商品 1 1 2

1 時流にのる 地球環境調査などの時流にのり発展 1 1 1 1 4

1 用途開発 寒天の市場開発や用途開発を行い 1 1 1 3

1 自社の進歩軸 自社の進歩軸で、着実でゆるやかな成長市場を 1 1

1 顧客の高い評価 顧客である技術者から、超微細加工に高い評価 1 1 2

1 一歩先行 一歩先行して半歩先で商いをする｣気持ちで取組む 1 1 2

1 真摯な取組 要望に対して真摯に取組むことで市場ができた 1 1

1 新分野 海洋以外の新分野開拓の必要性 1 1 1 3

1 新分野 海洋で培ったｾﾝｻｰ技術で新分野を広げた 1 1 1 3

1 技術の一体化 金型屋から金型技術を一体化した自働ﾌﾟﾚｽ加工へ進出 1 1 1 3

1 技術のﾌｫｰｶｽ 塑性加工に焦点をおいて分野を大きく発展 1 1 1 3

1 高度な技術 電子顕微鏡の発展に伴う高度な技術 1 1 1 3

1 細かなｻｰﾋﾞｽ 技術対応ときめ細かなｻｰﾋﾞｽで市場を拡大 1 1 1 3

1 ﾆｯﾁ市場 看板屋から、大手が参入しない専門ﾒｰｶｰを狙う 1 1 1 1 1 5

1 安全防犯 店舗、地下鉄ﾎｰﾑなどの安全・防犯・ｻｰﾋﾞｽの提供 1 1 1 3

1 新用途開発 ATM、航空機などへの新用途開く 1 1 1 3

1 活性化 農水産業の活性化、臓器保存や再生医療へ 1 1 1 1 1 5

1 新技術の活用 世界食糧不足を予想し、食糧の自給ﾊﾞﾗﾝｽ支援に 1 1 1 3

1 成長分野 成長が見込まれる建設機械、産業車両の分野に進出 1 1 1 3

1 ﾆｰｽﾞ先取り お客のﾆｰｽﾞを先取りし、製品の開発・供給 1 1 2

1 ｵﾝﾘｰﾜﾝ 油圧配管継手のｵﾝﾘｰﾜﾝ企業になった 1 1 1 3

1 食文化 日本の食文化を守るためﾏｸﾞﾛの卸業を志す 1 1 2

1 ﾆｯﾁ市場 ﾆｯﾁな市場で独自路線商い 1 1

計
経
営
判
断

行
動

key word 抽出キー語録
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2.3　構造変化への対応

構造変化への対応　キーワード分析まとめ

評価要素別キーワード分布　

評価要素別 キーワード数

個 数

12

30

13

55

評価要素別キーワードグラフ　

合  計

１．気付く能力

２．対応する能力

３．結果を出す能力
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10 

20 

30 

40 

 「気付く」→「対応する」→「結果を出す」の各能力は、一連の業務として繋がって

いるが、社長は「対応する能力」を一番重要視している。 キーワード全体からは、中

小企業の特徴を活かし、気付いたことを信念を持ってタイムリーに（すばやく）、実行

（対応）していることがうかがえる。 

①「対応する能力」に関するキーワードとしては、次のようなものがある。 
 

 次々と事業を変化させた、すばやく対応した、対応を常に深く考えた、顧客要望の対応に努

めている。チャンスを逃がさず適合させた、必死に食らいついて行く、常に現場に足を運び確

認した。 

②対応した「構造変化」関するキーワードとしては、次のようなものがある。  
 

 市場やニーズの多様化／高度化、生産体制（自動化、短納期）、技術の進歩／変化、世界か

らの調達、 ＩＴ技術の進歩、地中環境との調和、食糧不足対策、商品の多角化、グループ運営

体制、顧客満足 

評価要素別キーワード数 
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構造変化への対応　キーワード抽出と評価要素分類

1 2 3
気
付
く
能
力

対
応
す
る
能
力

結
果
を
出
す
能
力

時代の変化とともにニーズも変わり 1 1

次々と事業を変化させた 1 1 2

センサー技術と省力化の制御技術を持ち込み 1 1

顧客ニーズの構造的変化に、すばやく対応した 1 1 2

付加価値があり、売上の伸びる製品へ構成を変えた 1 1 2

生産体制を見直した 1 1

業界最速出荷を実現した 1 1 2

世の中の動きと、時代の要求を予見して 1 1

市場の変化に対応できる商品が出せた 1 1 2

変化出来るものが生き残れる、変化に気づく自分でありたい 1 1

市場と技術の変化に注視し、その対応を常に深く考えた 1 1

顧客の要求に、きめ細かくタイムリーに対応した 1 1 2

アフターサービスを充実させ、保守契約・買換え需要獲得にも注力した 1 1

経済が豊かになり、ドアの用途・デザイン性・機能性が注目されて来た 1 1

ドアに付加価値をつける努力を行なった 1 1

地球環境調査・危険箇所調査の要望は、海外からも来ており 1 1

年々測定の難易度・精度が厳しくなった 1 1

季節に左右されない工場生産へ（棒状→粉末寒天）製品を変えた 1 1 1 3

原料を世界約３０か国から調達する仕組みと、工場の自動化を行なった 1 1 2

ＩＴ技術の進歩と電子のスピードを、加工技術に取り込む 1 1

微細加工とソフトの開発を進めた 1 1

時代の変化を読み感じ、チャンスを逃がさず適合させて来た 1 1 2

技術は３年で陳腐化する、技術の変化に必死に食らいついて行く 1 1 2

地球環境との調和の取れた機器開発分野へも進めた 1 1

顧客ニーズの変化に応えるため、自動プレス加工ｼｽﾃﾑの開発 1 1

ネットワークを組み、付加価値の高い経営や技術開発を進めている 1 1

作れば売れるから、技術向上と値引きが要求される厳しい時代に 1 1

顧客の満足向上に努めた→受注獲得・市場競争を乗り切る支えになった 1 1 2

常に現場に足を運び確認した（時代の変遷とともに求められるものが変る） 1 1

死角なしで短時間で確実に行なえるＦＦミラーを提供、旅客機に採用された 1 1 2

１個流し生産システムを構築し、多品種少量・短納期生産を行なっている 1 1

食糧不足対策としてＣＡＳ技術向上・活用ソフト開発を進めている 1 1

臓器保存や再生治療の進歩に、ＣＡＳを活用し始めている 1 1 2

厚肉管の加工技術を開発した 1 1 2

お客の要望の多様化と高度化の対応に努めている 1 1

ニーズが専門店からスーパー・外食産業へと広がり 1 1

グループ運営体制を整えた 1 1 2

１船買い仕入、一貫した物流システム、ＣＡＳ冷凍技術導入を行なう 1 1

商品の多角化も視野に入れている 1 1

評価要素分類結果数の 合 計 12 30 13 55

「構造変化への対応」のキーワード
計
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2.4　コア技術

コア技術　キーワード分析まとめ

コア技術　キーワード分布

オンリーワン ナンバーワン 商品化力 差別化

7 14 17 12

＊ 企業評価のコア技術部分において、「差別化」は評価要素としてはなかったものの、
　  追加要素として加えてみた

コア技術　キーワードグラフ

＊ オンリーワンは意外と少ない。ナンバーワン、商品化力で他社との優位性を保っている。

　元気で輝いている製造会社のコア技術は、オンリーワンの技術力よりも商品化力が重要
であることが見えてきた。いくらオンリーワンの技術を持っていても、商品化力が無けれ
ば、その技術の商品を市場に送り出すことはできない。しかし、商品化力だけがあって
も、他社がすぐにはまねのできない固有技術力を保有しなければ製造業の強みにはならな
い。突出した固有技術とそれを商品化する技術力がコア技術と言えそうである。
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コア技術　キーワード抽出と評価要素分類

キーワード オンリーワン ナンバーワン 差別化 商品化力

2色成形という特殊技術と金型技術で差別化 1 1

経営資源を自社製品開発に集中させ、生産の多くは外注 1

独自の技術を融合したメカトロ技術 1

他社と差別化できる新製品開発 1 1

点字セルの開発で小型点字情報機器が実現できた 1

この技術力で点図セル、点字ラベラー、電子手帳を開発 1

高性能自転公転で攪拌・脱泡する技術 1

調剤用ミキサーは30秒で練られるので他社と差別化 1 1

微細な素材を攪拌する技術 1

冷間鍛造プレス機で肉厚を自在に加工できる技術 1

プレス工程と後工程の一貫生産ラインは低コストと高品質 1

電子薄膜機能性材料は国内トップ級 1

給湯器は温度と流量制御、安全装置、小型化の技術 1

クレームや要望から顧客ニーズを吸い上げ新製品を開発 1

顧客の反応をヒントとして商品に反映 1

独自技術の蓄積で顧客の求める商品を開発 1 1

人間の目では見ることが出来ないものを見る技術でトップ 1

世界で初めて耐放射線カラーＴＶカメラを開発 1

粉末寒天を作る技術、寒天とゲル化剤の混合技術 1 1

粉末寒天の生産自動化技術が品質、安定供給、コストの支え 1

小径・微細加工用ボールエンドミル 1

ＬＡＮ／インターネットに連携可能なマシン群 1

ＩＴを活用した高度な情報処理能力 1

水深11,000ｍの耐圧試験機で得た技術で海洋観察装置を開発 1

各種データ同時測定の海洋観測装置は世界市場シェアー100％ 1

独自（ＦＢ）の自動プレス加工技術と金型製作技術 1

金型技術の伝承のためＣＡＤ,ＣＡＭに着目している 1

コア技術は高精度精密加工、超微細穴加工、オスミウムコーティング 1

現場でグループ制をしき、技術の開発と向上に努力 1

ＦＦミラーは薄型特殊プラ、軽量強固で短納期、他社の追従を許さない 1

ＦＦミラーＡＩＲは国際特許を取得して独占的なシェアー 1

ＣＡＳ冷凍技術は独自の技術である 1

ＣＡＳ技術は冷凍技術から保存技術に発展している 1

独創的な厚肉管の極小曲げ技術、コンタミの洗浄技術で高品質を保証 1

多品種少量生産から大量生産まで対応できるフレキシブル生産技術 1

マグロ船の１船買い、一貫した物流、衛生的な加工 1

ＣＡＳ冷凍技術の採用 1

世界最高水準の研磨技術と洗浄ノウハウ 1

ＬＥＤ発光素子用化合物ウエハーの研磨は世界で２社のみ 1

顧客が求めるものを早く知り、コンセプトに練り上げる 1

開発製造として最適な会社や人と提携し最も優れた技術を活用 1 1

少量・多品種を精度良く短納期で作るには、設備・システム・技能が必要 1

ＷＥＢカタログに最新情報を提供し、図面出力や強度計算なども完備 1 1

合　　　計 7 14 12 17
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2.5　外部情報収集と協力者

１．情報入手 ２．情報活用 計

①展示会・交流会 16 7 23

②マスコミ活用・講演 7 0 7

③人脈・共同研究 17 16 33

計 40 23 63

外部情報収集と協力者　キーワード分析まとめ

評価要素別キーワード分布

評価要素別キーワードグラフ

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

２．情報活用 

１．.情報入手 

中小企業では人材が脆弱で情報収集に人手を割くことが難しく、社長自らが、情報発信と

収集を行うケースが多い。有効で質の高い情報を集めるには社員にこだわらず、社外の協

力者を活用することが課題である。 
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外部情報収集と協力者　抽出キーワード分類

１．
情報
入手

２．
情報
活用

①
展示
交流
会

　②
マス
コミ・
講演

③
人脈・
共同
研究

1 1 とにかく人脈をつくれ
1 1 新聞社と共同で点字ニュース配信、
1 1 視聴覚障害者向け点字会に盲学生を参加　情報提供と情報収集
1 1 展示会で情報発信と情報収集を行う
1 1 外部情報の伝達ルートは市場・顧客から営業マン、ついで社長へ
1 1 1 1 既存の自動車技術情報を収集分析
1 1 産業交流会で情報の収集と情報の発信を行い、ニーズを掴む
1 1 1 各種展示会や製品の共同開発に参加し、情報の発信と収集
1 1 1 1 商品情報を展示会、口コミ、マスコミ、客先デモで顧客に提供
1 1 官公庁、地方自治体、研究団体、大手企業などと連携し収集
1 1 情報は自らの足で得る
1 1 展示会でファンから多くの情報を収集している
1 1 口コミでファンが増え、多くの情報を収集している
1 1 1 1 顧客の要求に応え続け信頼と技術が高まると情報も集まってくる
1 1 ものづくりの情熱が顧客・協力者の情熱に呼応する
1 1 学会に参加し外部情報を収集
1 1 1 1 自らの技術情報を発信することでユーザからの反応と情報を収集
1 1 協同組合、異業種交流会へ参加し技術交流を行う　
1 1 社長自ら学会、展示会に出向く、社員にも積極的に参加させている
1 1 1 顧客の声を直に聞く
1 1 1 1 展示会出展、ＴＶに紹介、学会などでの人の出会いの中で　情報交流
1 1 現場に出向き顧客の声を直に聞く
1 1 講演会、マスメデア取材を積極的に受けた結果貴重な情報集る
1 1 1 お客の要望を丁寧に聞く技術営業で情報収集
1 1 異業種との情報交流で情報収集
1 1 相互の信頼関係を通して必要な情報が収集できる
1 1 商いの取引現場での人間関係の体得や信頼関係が情報を左右する
27 16 7 17

1 1 情報提供者・協力者は宝である
1 1 1 顧客のニーズを機敏につかみ事業化
1 1 パートナーとの協調や融合が業務提携や共同開発
1 1 1 技術交流会で顧客ニーズの把握、協力者とのネットワークを充実
1 1 共同開発
1 1 開発と設計に自社経営資源を集中
1 1 製造は外部に委託するファブレス形態
1 1 1 顧客の声を製品開発につなぐ活動
1 1 1 営業が掴んだ情報を全社で共有
1 1 現場と経営トップを　ＩＴで繋ぎ、意思決定の強化やスピードアップ化
1 1 1 顧客とのふれあいを通して商品開発へのヒントを多く得た
1 1 製品の開発、製造、販売に国内外の優良企業の協力得る
1 1 産学協同研究で次の技術の芽になるものを育てている
1 1 1 大学の先生やユーザとの交流で、情報収集と人脈作りを行っている
1 1 1 情報交流行で得られたヒントを新しい技術や製品の開発につなぐ
1 1 問題や矛盾を早く感じ、技術開発や外部機関との共同研究につなぐ
16 7 16

27 16 23 7 33

１．情報入手の機会／場所 ①展示／交流会・・・・・不特定多数より入手
２．情報活用・協力者を得る機会 ②マスコミ／講演会・・・不特定多数より入手

③人脈／共同研究・・・・特定の人、グループより入手

　　キーワード
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2.6　人材育成

人材育成　キーワード分析まとめ

評価要素別キーワード分布

評価要素別キーワードグラフ

　人材育成目標と手法の関連評価

　人材育成目標と手法の関連評価

 企業にとって、顧客ニーズの変化に対応した独自の価値創造ができる人材の育成は最重

要事項である。「ものづくりは人づくり」と良く言われている。また、山本五十六元帥の

「やってみせ、言って聞かせて、させてみせ、褒めてやらねば人は動かず」は現場ＯＪＴ

の極意として有名である。 

 各社は自社の実状を踏まえて、人材育成目標とその達成手法を種々工夫している。その

内容をキーワードとして抽出して、人材育成目標と手法との関連性で纏めてものを示す。

抽出キーワードは内容が具体的であり参考になると思う。 

人材育成目標として、①動機付向上（モチベーション向上）、②技術向上が重視されて

いると考えられる。 
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人材育成　抽出キーワード分類

①
対
話

②
Ｏ
Ｊ
Ｔ

③
社
内
研
修

④社
外
研
修

⑤
自
己
啓
発

⑥
人
材
獲
得

⑦
評
価

・報
奨

技
術
の
向
上

自
主
性

創
造
性

動
機
付
の
向
上

明
る
い
社
風

1 明るく楽しく 1 1 1 1 1 1 1 1 8

2 万人の幸福を願う 1 1 1 1 1 1 1 1 8

3 会社への帰属意識を高める 1 1 1 1 1 1 6

4 企業理念の伝承 1 1 1 3

5 経営信条を全員で実践 1 1 1 1 4

6 会社のDNAを伝える人材の育成 1 1 1 1 4

7 風通しのよい社内 1 1 1 1 1 1 1 7

8 ”社長からの便り”を発行 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

9 自社の開発物語を作り伝える 1 1 1 1 1 1 6

10 社員との一体感をつくる 1 1 1 1 1 1 6

11 社長自らマンツーマンで教育 1 1 1 3

12 価値創造の社内文化をつくる 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

13 チャレンジする情熱と探求心 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

14 個性が発揮される職場環境 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

15 社員の自主性 1 1 1 1 1 1 6

16 全員が開発担当 1 1 1 1 1 1 1 7

17 顧客ニーズを早く形にする 1 1 1 1 1 1 1 7

18 取引先との信頼関係構築 1 1 1 1 1 5

19 実力ある技術集団 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

20 モノづくりの根本は人づくり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

21 顧客の必要性こそが人材育成のもと 1 1 1 1 1 5

22 「もの」は作った人の成長の現れ 1 1 1 1 1 1 1 1 8

23 人の感性は強い使命感と情熱で育つ 1 1 1 1 1 1 1 1 8

24 セレンディピティ人材の採用・育成 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12

25 種々の経験が人を育てる 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

26 技術とマネジメント力のある人材 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

27 提案力の育成 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

28 課題の発見と解決ができる人材 1 1 1 1 1 1 1 1 8

29 課題を可視化して全員で解決 1 1 1 1 1 1 6

30 多能工化 1 1 1 1 1 1 1 7

31 グローバルに活躍できる多能工の養成 1 1 1 1 1 1 1 1 8

32 情報技術を用いた生産管理と技術営業 1 1 1 1 1 1 1 7

33 教育に費用と時間を惜しまない 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

34 OJT教育（経営、技術、設計、原価） 1 1 1 1 1 1 6

35 階層別教育 1 1 1 1 1 5

36 ケーススタデイ（後継者教育） 1 1 1 1 4

37 ５Ｓ-２Ａ-１Ｈ運動の継続実施 1 1 1 1 1 1 1 1 8

38 自社専門教育 1 1 1 3

39 技術的に弱い部分の教育 1 1 1 3

40 外部研修の受講 1 1 1 3

41 開発プロジェクトに参加 1 1 1 1 4

42 若者を研究機関との共同研究に参加 1 1 1 1 1 5

43 社外から有能な人材獲得 1 1 2

44 志ある人材の採用 1 1 1 1 1 5

45 定年人材の雇用 1 1 2

46 社長自ら率先勉強 1 1 1 1 1 5

47 やりがいのある職場 1 1 1 1 1 1 1 1 8

48 やりがい（給料、賞与、表彰） 1 1 1 1 4

49 部内間競争（切磋琢磨） 1 1 1 1 4

20 41 31 12 35 4 4 35 32 30 45 22 311

合
計

合　　計

NO 抽出キーワード

方　法 人材育成目標
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部会の企業訪問活動（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

2012 年 小松ばね工業㈱ 小松会長 
2011 年 日本電鍍工業㈱ 伊藤社長 

研究会議の様子 

2014 年 サイベックコーポレーション㈱ 平林社長 
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３．調査企業 37 社のデータ集 

 

01 三浦化成工業㈱      

02 エイブル㈱         

03 KGS㈱                

04 ㈱シンキー            

05 ㈱豊島製作所         

06 ㈱日本イトミック         

07 ㈱ユニフロー          

08 ㈱キュー・アイ         

09 伊那食品工業㈱       

10 ㈱入曽精密            

11 ㈱鶴見精機           

12 ㈱山本製作所       

13 ㈱大和テクノシステムズ 

14 ㈱コミー            

15 ㈱アビー           

16 トキワ精機㈱       

17 ホクエイ食品㈱       

18 秩父電子㈱         

19 ㈱トライウイン        

20 小原歯車工業㈱        

21 日本電鍍工業㈱       

22 ㈱大橋製作所          

23 ㈱日本レーザー        

24 テラモーターズ㈱       

25 ㈱浜野製作所         

26 小松ばね工業㈱      

27 山陽プレス工業㈱     

28 ㈱日興エボナイト製造所         

29 ダイヤ精機㈱ 

30 東成エレクトロビーム㈱ 

31 ㈱狭山金型製作所 

32 ㈱松下製作所 

33 ㈱テラダイ 

34 ㈱関プレス          

35 ㈱井口一世          

36 ㈱チバダイス          

37 ㈱サイベックコーポレーション  
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弟

子
入

り
後
、
精
密
プ
レ
ス
金
型
と
部
品
加

工
で

会
社

を
発

展
さ

せ
、

独
自

の
Ｆ

Ｂ
プ

レ
ス

加
工

技
術

の
製

造
会

社
を

創
立

。
1

1
2
0

13
㈱

大
和

テ
ク

ノ
シ

ス
テ

ム
ズ

東
京

都
佐

藤
　

洋
最

先
端

の
技

術
開

発
を

支
え

、
不

況
下

で
も

増
収

を
続

け
る

技
術

者
集

団
電

子
顕

微
鏡

の
ア

パ
チ

ャ
ー
プ
レ
ー
ト
を
作
る

独
自

の
高

精
度

精
密

加
工

技
術

を
開

発
。

1
1

2
1

14
㈱

コ
ミ

ー
埼

玉
県

小
宮

山
栄

安
定

成
長

を
続

け
る

安
全

・
防

犯
用

特
殊

ミ
ラ

ー
の

ト
ッ

プ
メ

ー
カ

ー
大

手
機

械
部

品
会

社
か

ら
看
板
業
を
起
業
し
て
、

気
配

り
ミ

ラ
ー

の
製

作
会

社
を

創
立

。
1

1
1

2
2

15
㈱

ア
ビ

ー
千

葉
県

大
和

田
哲

男
食

品
凍

結
の

常
識

を
超

え
た

Ｃ
Ａ

Ｓ
技

術
、

各
業

界
に

夢
と

可
能

性
を

提
供

製
菓

機
械

会
社

か
ら

独
立
し
て
、

C
A
S
凍

結
シ

ス
テ

ム
の

製
作

会
社

を
創

立
。

1
2
3

16
ト

キ
ワ

精
機

㈱
東

京
都

木
村

洋
一

画
期

的
な

厚
肉

管
の

極
小

曲
げ

技
術

で
油

圧
用

配
管

継
手

を
作

る
金

属
部

品
加

工
か

ら
成

長
す
る
建
設
機
械
、
産
業
車
両
の
油
圧

用
配

管
継

手
に

転
進

、
独

自
の

無
切

削
継

手
を

開
発

。
1

2
4

17
ホ

ク
エ

イ
食

品
㈱

東
京

都
広

瀬
靖

典
時

代
の

ニ
ー

ズ
を

読
み

、
改

革
に

挑
戦

し
続

け
る

マ
グ

ロ
の

プ
ロ

集
団

築
地

市
場

の
食

品
荷

受
会
社
に
入
社
後
、
独
立
し
て

仕
入

れ
か

ら
消

費
者

ま
で

の
一

貫
物

流
シ

ス
テ

ム
の

食
品

会
社

を
創

立
、

CA
Sも

導
入

。
1

2
5

18
秩

父
電

子
㈱

埼
玉

県
強

谷
隆

彦
最

先
端

の
半

導
体

素
材

加
工

の
世

界
ト

ッ
プ

企
業

電
電

公
社

に
就

職
後

に
家
業
の
電
子
部
品
Ｏ
Ｅ
Ｍ
業
を
継
ぎ
、

電
子

材
料

の
研

磨
事

業
に
進
出
し
、

独
自

の
超

精
密

研
磨

技
術

を
開

発
。

1
2
6

19
㈱

ト
ラ

イ
ウ

イ
ン

神
奈

川
県

中
城

正
一

有
機

Ｅ
Ｌ

カ
ー

ナ
ビ

で
業

績
を

伸
ば

す
。

そ
の

強
さ

の
秘

密
大

手
電

気
会

社
か

ら
独

立
し
て
変
動
費
経
営
の
安
価
・
高
性
能

の
電

子
機

器
の

製
作

会
社

を
創

立
。

1
2
7

カ
テ

ゴ
リ

ー
別

企
業

名
本

社
社

長
VE

情
報

誌
(
号

)
V
E
情

報
誌

の
タ

イ
ト

ル
№

概
　

　
　

要
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高
評

価
O
.
O
N
E

再
建

創
業

20
小

原
歯

車
工

業
㈱

埼
玉

県
小

原
敏

治
す

ぐ
に

使
え

る
独

自
規

格
の

標
準

歯
車

の
ト

ッ
プ

企
業

Ｋ
Ｈ

Ｋ
標

準
歯

車
製

作
業
を
顧
客
の
求
め
に
応
じ
た

独
自

の
少

量
・

多
品

種
・

短
納

期
の

生
産

シ
ス

テ
ム

を
開

発
。

1
2
8

21
日

本
電

鍍
工

業
㈱

埼
玉

県
伊

藤
麻

美
信
頼
の

上
に

築
く

奇
跡

の
再

建
、

脱
時

計
部

品
メ

ッ
キ

の
歩

み
大

赤
字

の
家

業
の

貴
金

属
厚
膜
メ
ッ
キ
会
社
を

リ
ス

ト
ラ

無
し

で
3
年

で
黒

字
化

。
1

2
9

22
㈱

大
橋

製
作

所
東

京
都

大
橋

正
義

全
員

参
加

の
経

営
で

挑
戦

す
る

精
密

機
器

生
産

装
置

の
世

界
的

メ
ー

カ
ー

創
業

の
板

金
加

工
業

の
技
術
を
発
展
さ
せ
て
、

世
界

ト
ッ

プ
の

熱
圧

着
実

装
装

置
の

製
作

会
社

を
設

立
。

1
1

3
1

23
㈱

日
本

レ
ー

ザ
ー

東
京

都
近

藤
宣

之
全

員
で

築
く

夢
と

志
の

経
営

“
連

続
１

８
期

黒
字

達
成

”
海

外
か

ら
最

先
端

の
レ

ー
ザ
ー
及
び
関
連
機
器
を
輸
入
販
売
。

債
務

超
過

に
陥

っ
た

会
社
を

２
年

間
で

累
積

赤
字

を
一

掃
し

、
以

来
連

続
１

８
期

黒
字

経
営

。
1

1
3
2

24
テ

ラ
モ

ー
タ

ー
ズ

㈱
東

京
都

徳
重

　
徹

世
界

一
を

狙
う

電
動

バ
イ

ク
の

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
日

本
発

で
世

界
一

狙
う

を
挑
戦
的
な
使
命
感
を
持
っ
て
、

電
動

バ
イ

ク
の

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
を

創
立

。
1

1
3
3

25
㈱

浜
野

製
作

所
東

京
都

浜
野

慶
一

工
場
焼

失
の

災
難

を
乗

り
越

え
、

６
年

間
で

売
上

高
１

０
倍

に
火

災
か

ら
の

再
建

を
経

営
理
念
に
し
て
成
長
。

人
材

育
成

で
多

品
種

・
短

納
期

の
顧

客
要

望
を

形
に

す
る

金
属
加
工
業
。

1
3
4

26
小

松
ば

ね
工

業
㈱

東
京

都
会

長
小

松
節

子
専
業
主
婦
が

赤
字

会
社

を
優

良
な

精
密

ば
ね

製
作

会
社

に
再

建
超

微
細

バ
ネ

を
製

作
。

専
業

主
婦

の
女

性
社

長
が

経
営

学
を

学
ん

で
赤

字
会

社
を

再
建

し
て
天
皇
陛
下
、
I
M
F
も
視
察
す
る
優
良

企
業

に
。

1
1

3
5

27
山

陽
プ

レ
ス

工
業

㈱
東

京
都

檜
垣

昌
子

「
美

し
い

い
も

の
づ

く
り

」
へ

の
熱

い
思

い
が

ド
ラ

イ
プ

レ
ス

加
工

を
導

く

MO
Tを

学
び

環
境

に
優

し
い

ド
ラ

イ
プ

レ
ス

加
工

技
術

で
成
長
戦

略
を

描
く

女
性

社
長

。
「
日
本
ド
ラ
イ
加
工
振
興
会
」
会
長
と

し
て

活
躍

。
1

1
3
6

28
㈱

日
興

エ
ボ

ナ
イ

ト
製

造
所

東
京

都
遠

藤
智

久
「

エ
ボ

ナ
イ

ト
」

の
独

自
製

品
を

開
発

す
る

唯
一

の
メ

ー
カ

ー
国

内
唯

一
の

エ
ボ

ナ
イ

ト
素

材
製

造
メ

ー
カ

。
高
級
万
年
筆
な

ど
の

独
自

製
品

を
開

発
・
販
売
。

1
3
7

29
ダ

イ
ヤ

精
機

㈱
東

京
都

諏
訪

貴
子

超
精
密

加
工

技
術

と
顧

客
対

応
力

が
お

客
様

の
信

頼
を

生
み

出
す

金
型

。
マ

ス
タ

ー
ゲ

ー
ジ
、
治
工
具
の
設
計
か
ら
製
作
の
一
貫

メ
ー

カ
ー

。
主

婦
が

社
長

に
就

任
し

て
赤

字
会

社
を

経
営

改
革

で
黒

字
化

。
1

1
3
8

30
東

成
エ

レ
ク

ト
ロ

ビ
ー

ム
㈱

東
京

都
上

野
邦

香
超

微
細

化
工

の
協

業
受

注
集

団
「

チ
ー

ム
入

間
」

高
密

度
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術
。

バ
リ

の
で

な
い

、
熱

変
形

が
で

な
い

電
子

ビ
ー

ム
、

レ
ー

ザ
の

超
精

密
微

細
加

工
技

術
。

1

31
㈱

狭
山

金
型

製
作

所
埼

玉
県

大
場

　
治

超
微

細
化

工
の

協
業

受
注

集
団

「
チ

ー
ム

入
間

」
世

界
最

小
の

プ
ラ

チ
ッ

ク
成

形
金

型
の
製
作
技
術
と
高
温
・
高

速
仕

様
の

最
新

成
形

機
の
導
入
に
よ
る
金
型
設
計
か
ら
量
産
ま

で
の

一
貫

生
産

。
1

32
㈱

松
下

製
作

所
埼

玉
県

松
下

光
一

超
微

細
化

工
の

協
業

受
注

集
団

「
チ

ー
ム

入
間

」
難

化
工

材
ス

テ
ン

レ
ス

の
難
加
工
も
で
き
る
精
密
金
型
製
作
と

精
密

プ
レ

ス
部

品
の

製
作
技
術
。

33
㈱

テ
ラ

ダ
イ

埼
玉

県
寺

園
智

樹
超

微
細

化
工

の
協

業
受

注
集

団
「

チ
ー

ム
入

間
」

精
密

ダ
イ

カ
ス

ト
の

金
型
設
計
か
ら
製
品
組
立
ま
で
の
一
貫
技

術
。

日
本

最
初

の
高

品
質

・
高

強
度

の
半

凝
固

ダ
イ

カ
ス

ト
に

よ
る

小
型

製
品

の
製

造
。

1

34
㈱

関
プ

レ
ス

茨
城

県
関

　
正

克
世

界
初

の
新

技
術

「
割

裂
（

わ
り

さ
き

）
工

法
」

を
開

発
、

グ
ロ

ー
バ

ル
市

場
で

受
注

拡
大

金
属

板
を

プ
レ

ス
金

型
内
で
分
割
さ
せ
て
、
三
次
元
一
体
成
形

部
品

を
作

る
世

界
最

初
の

割
裂

加
工

法
を

開
発

。
異
種
金
属
板

の
接

合
は

大
幅

な
原

価
低
減
。

1
1

4
1

35
㈱

井
口

一
世

東
京

都
井

口
一

世
超

高
精

度
の

塑
性

加
工

で
金

型
レ

ス
、

切
削

レ
ス

化
を

実
現

レ
ー

ザ
ー

加
工

な
ど

に
よ
る

超
高

精
度

の
板

金
加

工
で

金
型

レ
ス

、
切

削
レ

ス
加

工
。

産
業
経
済
大
臣
賞
を
受
賞
。

1
1

1
1

4
2

36
㈱

チ
バ

ダ
イ

ス
東

京
都

千
葉

英
樹

歯
車

一
筋

！
お

客
様

に
幅

広
い

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
を

提
供

小
形

歯
車

加
工

の
専

門
特
化
会
社
。
超
精
密
加
工
技
術
で
小
形

歯
車

の
開

発
・

生
産

技
術
・
製
造
・
研
究
を
一
貫
し
て
行
う
。

東
京

商
工

会
議

所
の

20
07

年
度
「
第
５
回
勇
気
あ
る
経
営
大

賞
」

を
受

賞
。

1
1

4
3

37
㈱

サ
イ

ベ
ッ

ク
コ

ー
ポ

レ
ー

シ
ョ

ン
長

野
県

平
林

巧
造

“
も

の
創

り
”

で
お

客
様

・
地

域
の

人
々

を
幸

せ
に

す
る

順
送

プ
レ

ス
加

工
と

冷
間
鍛
造
技
術
を
融
合
さ
せ
た
独
自
の
C
F
P

工
法

で
、

従
来

プ
レ

ス
加
工
で
不
可
能
と
さ
れ
て
い
た
部
品
の

大
幅

な
コ

ス
ト

ダ
ウ

ン
を
実
現
す
る
 
自
動
車
部
品
に
強
く
国
内

か
ら

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
市

場
の
販
路
開
拓
。

1
1

4
5

3
9
,
 
4
0

企
業

名
本

社
カ

テ
ゴ

リ
ー

別
VE

情
報

誌
(
号

)
社

長
V
E
情

報
誌

の
タ

イ
ト

ル
概
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38
39《
元
気
な
中
小
企
業
の
こ
こ
に
学
ぶ
》

VA
LU

E 
C

O
M

PE
T

EN
C

Y
／

20
10

 S
U

M
M

ER

　 デ ジ タ ル 家 電 向 け 半 導 体 素 材 の

超 精 密 研 磨 と 洗 浄 の 技 術 で 世 界 に

知 ら れ て い る ナ ン バ ー ワ ン 企 業 。

そ の 技 術 開 発 力 の 源 に 迫 っ て み

た 。 （ 文 中 敬 称 略 ）

◆　　　 ◆　　　 ◆

【 １ 】 社 長 の リ ー ダ シ ッ プ

　 地 場 産 業 で あ る 絹 織 物 業 か ら 父

親 が １ ９ ６ ７ 年 に 電 子 部 品 の Ｏ Ｅ

Ｍ 業 を 創 業 。 「 顧 客 第 一 、 人 材 育

成 、 技 術 の 錬 磨 」 を 社 訓 と し て 発

展 し て き た 。 し か し 、 70 年 代 の 円

の 急 騰 を 契 機 に 部 品 製 造 の 海 外 シ

フ ト が 進 ん だ 。 こ う し た 中 、 大 手

企 業 か ら フ ォ ト マ ス ク 用 ガ ラ ス 基

板 の 研 磨 加 工 を 請 負 う 。 以 来 、 電

子 材 料 の 研 磨 加 工 に 特 化 し て 技 術

力 を 磨 い て き た 。 80 年 代 後 半 に 集

積 回 路 の 新 製 造 装 置 が 普 及 し て 研

磨 需 要 が 伸 び 悩 み 、 経 営 が 窮 地 に

陥 っ た 。 そ こ で 、 日 本 電 信 電 話 公

社 （ 現 ・ Ｎ Ｔ Ｔ グ ル ー プ ） に 勤 務

し て い た 強 谷 に 経 営 の 再 建 が 託 さ

れ た 。 「 価 値 の あ る 新 事 業 に は ど

ん な 環 境 で も 挑 戦 す る 」 。 新 電 子

素 材 の 研 磨 な ど に 事 業 を 広 げ 、 世

界 で ４ 社 し か で き な い 超 精 密 研 磨

技 術 を 確 立 し て い る 。

【 ２ 】 市 場 の 選 択

　 大 手 企 業 の 参 入 し に く い 集 積 回

路 の 研 磨 事 業 に 特 化 し て 、 研 磨 ・

洗 浄 技 術 を 磨 き 、 顧 客 が 要 望 す る

種 々 の 新 電 子 素 材 の 研 磨 ニ ー ズ に

応 え て き て い る 。 一 度 使 っ た フ ォ

ト マ ス ク を 再 研 磨 す る リ サ イ ク ル

研 磨 も 手 が け 、 そ の 独 自 技 術 で シ

ェ ア は 50 ％ を 超 え て い る 。

【 ３ 】 構 造 変 化 対 応

「 今 の 仕 事 は ５ 年 後 に あ る か 分 ら

な い か ら 常 に 仕 事 を 開 拓 す る 」 と

の 考 え で 、 顧 客 に 真 面 目 ・ 誠 実 に

対 応 し て 信 頼 関 係 を 作 り 、 そ の 要

望 を ベ ー ス に 技 術 開 発 の ３ 年 計 画

を 作 成 、 先 行 技 術 開 発 を 進 め て 変

化 に 対 応 し て い る 。 現 在 、 省 エ ネ

の 電 力 制 御 用 半 導 体 に 使 う 炭 化 ケ

イ 素 の 研 磨 事 業 に 力 を 入 れ て い

る 。 ま た 、 加 工 処 理 の 素 材 は ほ と

ん ど 顧 客 か ら の 支 給 で あ る が 、 最

近 、 材 料 調 達 か ら 加 工 ま で 依 頼 さ

れ る ケ ー ス が 増 え て き て い る の

で 、 テ ク ノ ロ ジ ー コ ー デ ィ ネ ー ト

事 業 を 立 ち 上 げ て 積 極 的 に 進 め て

い る 。

【 ４ 】 コ ア 技 術

　 ガ ラ ス 基 板 に 回 路 パ タ ー ン を 描

い た フ ォ ト マ ス ク は 研 磨 を し な い

と 使 え な い 。 集 積 回 路 の 高 密 度 化

に 対 応 し て 、 世 界 最 高 水 準 の 研 磨

技 術 を 確 立 し て い る 。 な お 、 研 磨

ノ ウ ハ ウ は 洗 浄 が ７ 割 を 握 っ て い

る 。 同 社 で は 近 く に 流 れ る 澄 ん だ

川 の 水 で 超 純 水 を 作 り 、 素 材 に 合

っ た 薬 品 を 使 っ て 最 適 な 洗 浄 を 行

っ て い る 。 ま た Ｌ Ｅ Ｄ 発 光 素 子 と

な る 化 合 物 ウ エ ハ の 研 磨 を 手 が け

る 企 業 は 同 社 を 含 め て ２ 社 し か な

い 。
【 ５ 】 外 部 情 報 収 集 、 協 力 者

　 顧 客 と の

コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン が

重 要 で あ

り 、 海 外 も

含 め た 営 業 活 動 に 力 を 入 れ て い

る 。 顧 客 か ら 技 術 や 品 質 、 今 後 の

方 向 な ど の 情 報 を 集 め る と 共 に 意

見 交 換 、 提 案 な ど を 常 に 行 っ て い

る 。 技 術 開 発 に は 半 導 体 装 置 メ ー

カ ー 、 研 磨 剤 メ ー カ ー 、 大 学 な ど

と 共 同 研 究 も 行 っ て い る 。

【 ６ 】 人 材 教 育

　 教 育 は O J T で 行 い 、 育 成 評

価 に 力 を 入 れ て い る 。 一 人 の 従 業

員 に 対 し て 複 数 の 人 が 評 価 、 結 果

を 本 人 に 知 ら せ て 能 力 向 上 を 図 っ

て い る 。 ま た 、 評 価 者 の ス キ ル ア

ッ プ も 図 り 、 こ れ を P l a n 21

と 称 し て 進 め て い る 。

最 先 端 の 半 導 体 素 材 加 工 の

世 界 ト ッ プ 企 業
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〔 略 　 歴 〕

強 谷 隆 彦

秩 父 電 子 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社 長 。

大 学 院 を 卒 業 後 、

電 電 公 社 （ 現 ・

N T T グ ル ー プ ） に 就 職 。 １ ９ ８

６ 年 に 秩 父 電 子 株 式 会 社 に 入 社 。

座 右 の 銘 は 「 人 事 を 尽 く し て 天 命 を

待 つ 」 。 ま た 、 経 営 方 針 は 「 顧 客 ・

従 業 員 ・ 地 域 と 共 に 繁 栄 し 、 社 会 の

発 展 に 寄 与 す る 」 で あ る 。

両
面

精
密

研
磨

機
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　 自 動 車 業 界 の 業 績 不 振 の 中 で カ

ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン の 売 上 げ を 着 実

に 伸 ば し て い る 会 社 が あ る 。 全 商

品 に 「 if （ イ フ ） 」 の ブ ラ ン ド を

つ け 、 顧 客 が 求 め る も の に 積 極 的

に 取 組 み 商 品 化 し て 届 け て い る ㈱

ト ラ イ ウ イ ン で あ る 。 そ の 強 さ の

秘 密 を 探 っ て み た 。 （ 文 中 敬 称 略 ）

◆　　　 ◆　　　 ◆

【 １ 】 社 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ

　 大 手 電 器 メ ー カ ー を 退 職 し た 中

城 は 顧 客 と の 間 で 常 に ｗ ｉ ｎ ─ ｗ

ｉ ｎ の 関 係 が 構 築 で き る ビ ジ ネ ス

ス キ ー ム の 実 現 に 向 け 同 社 を 設 立

し た 。 変 化 す る 市 場 に 対 応 す る た

め 、 製 品 仕 様 を 決 め た 後 、 商 品 開

発 や 製 造 は ア ウ ト ソ ー シ ン グ を 行

い 徹 底 し た フ ァ ブ レ ス 化 を 進 め 、

固 定 費 の 経 営 か ら 無 駄 を 排 除 し た

変 動 費 の 経 営 へ シ フ ト さ せ た 。 こ

れ に よ り 品 質 、 コ ス ト 、 ス ピ ー

ド 、 サ ー ビ ス 面 に お い て も 大 手 メ

ー カ ー に 劣 ら な い 経 営 体 質 が で き

た 。 現 在 の 有 機 Ｅ Ｌ の タ ッ チ パ ネ

ル 式 カ ー ナ ビ は 世 界 初 で 世 界 一 軽

く て 安 い う え マ ル チ メ デ ィ ア 対 応

機 能 が あ り 人 気 を 集 め て い る 。

【 ２ 】 市 場 の 選 択

　 市 場 に は リ ス ク が つ き も の で あ

る が 、 同 社 は 車 、 環 境 、 健 康 、 福

祉 、 高 齢 化 の ５ 市 場 を 想 定 し て リ

ス ク 分 散 を 考 え て い る 。 顧 客 に 求

め ら れ る い い も の を 安 く 作 り 、 評

価 を 聞 き 「 世 界 初 、 日 本 初 、 業 界

初 」 で 「 安 い 」 を キ ー ワ ー ド に 商

品 の 市 場 導 入 を 図 っ て い る 。

【 ３ 】 構 造 変 化 対 応

　 デ ジ タ ル 技 術 が 進 む に つ れ 市 場

も 商 品 も 変 化 は 早 い 。 こ の 変 化 に

つ い て 行 く に は 顧 客 の 要 求 を い ち

早 く 読 み 取 り 、 形 に し て 届 け ら れ

る よ う 自 ら も 変 化 す る こ と が 必 要

で あ る 。 同 社 で は 基 本 設 計 以 外 の

商 品 開 発 、 生 産 は フ ァ ブ レ ス 化

し 、 無 駄 な 費 用 を か け な い で す ば

や く 変 化 に 対 応 で き る 「 変 動 費 経

営 」 の 体 制 が 実 践 さ れ て い る 。

【 ４ 】 コ ア 技 術

　 同 社 の カ ー ナ ビ の コ ア 技 術 は 有

機 Ｅ Ｌ 技 術 で 鮮 明 な 高 画 質 、 薄 型

デ ィ ス プ レ イ の 道 を 開 い た 。 顧 客

が 求 め る も の を 早 く 知 り 、 コ ン セ

プ ト に 練 り 上 げ る 技 術 が 同 社 の 戦

略 的 技 術 で あ る 。 開 発 製 造 と し て

最 適 な 地 域 の 最 適 な 会 社 や 人 と 提

携 し 、 最 も 優 れ た 技 術 を 活 用 す る

体 制 を と っ て い る 。

【 ５ 】 外 部 情 報 収 集 、 協 力 者

　 同 社 に 寄 せ ら れ る 毎 週 1 0 0 0

件 に お よ ぶ 顧 客 の 声 を 、 内 容 別 、

月 別 、 商 品 別 に 分 析 計 数 化 し て 、

次 期 商 品 企 画 に 活 か し て い る 。 ま

た 、 同 社 で は テ レ ビ 、 新 聞 、 雑 誌

な ど マ ス コ ミ の 取 材 を 積 極 的 に 受

け 、 情 報 の 発 信 に 活 用 し て い る 。

今 で は 国 内 外 の 開 発 製 造 現 場 で は

ト ラ イ ウ イ ン の 名 前 を だ す だ け で

人 や 会 社 が 集

ま り 、 フ ァ ブ

レ ス 体 制 が 採

り や す い 環 境

が で き て い

る 。

【 ６ 】 人 材 教 育

　 人 の 能 力 に は 限 界 が あ る 、 魂 を

一 方 向 に 向 け ば 大 き な 力 に な る 。

と も に 明 確 な ミ ッ シ ョ ン を 共 有 す

る こ と で モ チ ベ ー シ ョ ン を 上 げ て

い る 。 ま た 、 社 員 に は 顧 客 の 大 切

さ と 人 に 感 謝 す る 心 を 日 々 教 え て

い る 。 顧 客 が 求 め る も の を 察 知 す

る 感 性 を 身 に 付 け 、 コ ー デ ィ ネ イ

ト で き る 力 の あ る 人 材 を 養 成 す る

た め に 、 現 場 で メ モ を 取 り 、 考 え

を 整 理 さ せ て レ ポ ー ト を 出 さ せ る

こ と が 、 人 材 の 育 成 に つ な が る 。

有 機 Ｅ Ｌ カ ー ナ ビ で 業 績 を 伸 ば す

そ の 強 さ の 秘 密
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〔 略 　 歴 〕

中 城 正 一

株 式 会 社 ト ラ イ ウ

イ ン 取 締 役 社 長 。

2 0 0 5 年 、 ㈱ ト

ラ イ ウ イ ン を 設 立

し 、 同 社 取 締 役 社 長 就 任 、 現 在 に 至

る 。 08 年 カ ー グ ッ ズ ・ オ ブ ・ ザ ・ イ

ヤ ー Ｐ Ｎ Ｄ 部 門 受 賞 。

経 営 理 念 は 「 感 謝 の 気 持 ち を 持 ち 、

人 々 か ら 愛 さ れ 信 頼 さ れ 、 夢 の 実 現

に 向 か っ て 挑 戦 す る 活 力 の あ る 会 社

に す る 」 で あ る 。
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　 規 格 化 の 難 し い 機 械 部 品 の 歯 車

を 独 自 規 格 で 標 準 化 し 、 そ の 製 作

一 筋 に 75 年 、 国 内 ト ッ プ メ ー カ ー

で 業 界 ス タ ン ダ ー ト と な り 、 世 界

市 場 に 向 け た 活 動 を し て い る 小 原

歯 車 工 業 株 式 会 社 。 そ の 強 さ の 秘

密 を 探 っ て み た 。 （ 文 中 敬 称 略 ）

◆　　　 ◆　　　 ◆

【 １ 】 社 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ

　 １ ９ ３ ５ 年 に 小 原 歯 車 工 所 を 創

業 し 、 数 年 後 に 旋 盤 用 替 歯 車 の 製

作 を 開 始 。 当 時 の 歯 車 は イ ン チ サ

イ ズ で 作 ら れ る 注 文 品 。 創 業 者 は

替 歯 車 を 規 格 化 し て 作 り 、 在 庫 し

て 即 納 ニ ー ズ に 対 応 し た 。 こ れ が

Ｋ Ｈ Ｋ 標 準 歯 車 の 原 点 で 、 55 年 よ

り 独 自 規 格 に よ る 製 造 販 売 を 行 っ

た 。 そ の 後 、 メ ー ト ル 化 の ニ ー ズ

に 応 え て Ｋ Ｈ Ｋ 標 準 歯 車 も モ ジ ュ

ー ル 化 し た 。 顧 客 の 要 望 を 受 け 止

め る 経 営 姿 勢 で 次 々 に 新 製 品 を 生

み 出 し 、 全 国 的 な 販 売 ル ー ト の 構

築 、 総 合 カ タ ロ グ の 発 行 な ど を 展

開 し た 。 信 頼 さ れ る 企 業 を 目 指

し 、 手 形 の 発 行 を 止 め 、 仕 入 れ 先

へ の 支 払 い は す べ て 現 金 化 し て 実

質 上 の 無 借 金 経 営 と し た 。

【 ２ 】 市 場 の 選 択

　 大 企 業 の 参 入 し に く い ニ ッ チ 業

界 で 歯 車 製 作 一 筋 を 選 択 。 当 初 の

旋 盤 用 替 歯 車 か ら ヒ ン ト 得 た 標 準

歯 車 ビ ジ ネ ス モ デ ル は 、 顧 客 の 要

望 に 応 え て 種 々 の 標 準 歯 車 を 製 品

化 し て 市 場 を 開 拓 。 素 材 も 鉄 か ら

ス テ ン レ ス 、 銅 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合

金 、 プ ラ ス チ ッ ク へ と 広 げ 、 歯 車

の 種 類 も 拡 大 、 精 度 も 上 げ て ワ イ

ド な ニ ー ズ に も 対 応 可 能 と し た 。

【 ３ 】 構 造 変 化 対 応

　 世 界 市 場 に 向 け て 60 年 代 後 半 か

ら 本 格 的 に 貿 易 業 務 を 開 始 。 国 内

と 同 様 、 海 外 も 代 理 店 制 度 を 導 入

し 、 代 理 店 在 庫 に よ り 標 準 歯 車 の

即 納 体 制 を 整 え た 。 「 お 客 様 本 位

の 工 場 を 作 る 」 発 想 に よ り 、 03 年

か ら ２ 年 計 画 で 稼 動 を 止 め る こ と

な く 、 川 口 工 場 を 少 量 ・ 多 品 種 ・

短 納 期 生 産 に 対 応 で き る 未 来 型 工

場 に リ ニ ュ ー ア ル 。 こ の 工 場 を 活

用 し て 、 標 準 歯 車 の 追 加 工 を 「 Ｋ

Ｈ Ｋ 歯 車 工 房 」 と し て 承 り 、 顧 客

の 細 か い ニ ー ズ に 対 応 し て い る 。

【 ４ 】 コ ア 技 術

　 歯 車 は 形 状 、 用 途 、 材 質 、 数 量

に よ っ て 加 工 法 が 異 な り 、 設 備 機

械 の 種 類 も 多 い 。 少 量 ・ 多 品 種 を

精 度 良 く 短 納 期 で 作 る に は 設 備 ・

シ ス テ ム ・ 技 能 が 必 要 で あ る 。 生

産 シ ス テ ム は 営 業 の 受 注 事 務 か ら

現 場 へ の 生 産 指 示 、 Ｊ Ｉ Ｔ 活 動 で

改 善 さ れ た 製 造 ま で の 一 貫 し た シ

ス テ ム が と ら れ 、 独 自 技 術 の 源 に

な っ て い る 。 Ｗ ｅ ｂ カ タ ロ グ で は

常 に 最 新 情 報 を 提 供 し 、 図 面 出 力

機 能 や 強 度 計 算 な ど も 完 備 。 こ の

よ う な 顧 客 本 位 の 活 動 が 評 価 さ

れ 、 07 年 に は 「 元 気 な モ ノ 作 り 中

小 企 業 ３ ０ ０ 社 」 に 選 ば れ た 。

【 ５ 】 外 部 情 報 収 集 、 協 力 者

　 会 社 情 報 を 積 極 的 に 発 信 し 、 オ

ー プ ン 化 し

て い る 。 国

内 外 の 展 示

会 へ の 出

展 、 マ ス メ

デ ィ ア へ の 出 演 、 工 場 見 学 会 の 受

け 入 れ 、 業 界 団 体 に 役 員 と し て 参

加 す る な ど 、 外 部 と も 活 発 に 交 流

し て い る 。

【 ６ 】 人 材 教 育

　 社 長 自 ら 社 員 と 積 極 的 に 対 話

し 、 経 営 理 念 、 経 営 方 針 の 理 解 を

実 践 的 に 深 め 合 う こ と で 、 企 業 の

強 み を 育 て て い る 。 現 場 教 育 は Ｏ

Ｊ Ｔ 中 心 だ が 、 自 主 性 を 重 ん じ る

こ と か ら 、 希 望 者 の 社 外 研 修 機 会

は 非 常 に 多 い 。

す ぐ に 使 え る 独 自 規 格 の

標 準 歯 車 の ト ッ プ 企 業

連
　
載
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〔 略 　 歴 〕

小 原 敏 治

小 原 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社 長 。

１ ９ ８ ５ 年 大 学 卒

業 、 86 年 に 小 原 工

業 入 社 、 01 年 に 代 表 取 締 役 社 長 に 就

任 し 、 現 在 に 至 る 。 経 営 理 念 は 「 信

頼 の マ ー ク Ｋ Ｈ Ｋ 」 で 社 会 に 信 頼 さ

れ 、 社 会 貢 献 で き る 企 業 を 目 指 す 。

経 営 方 針 は 「 信 頼 と 満 足 の 提 供 」 。

も の づ く り と サ ー ビ ス を 通 じ て 信 頼

と 満 足 を 提 供 し 、 社 会 貢 献 す る 。

ワイ
ドニ

ーズ
対応

の各
種歯

車

《 元 気 な 中 小 企 業 の こ こ に 学 ぶ 》 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 小 原 歯 車 工 業 株 式 会 社
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　 時 計 部 品 メ ッ キ の 老 舗 か ら 高 級

表 面 処 理 ・ 加 工 メ ー カ ー へ 転 進

し 、 み ご と 3 年 で 黒 字 化 し た 日 本

電 鍍 工 業 株 式 会 社 。 従 業 員 を 束 ね

再 建 へ 導 い た 女 性 社 長 の 感 性 と 努

力 の 歩 み に ス ポ ッ ト を 当 て る 。

（ 文 中 敬 称 略 ）

◆　　　 ◆　　　 ◆

【 １ 】 社 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ

　 伊 藤 は 32 歳 の 時 、 会 社 経 営 の 経

験 も な い と い う ハ ン デ の 中 、 会 社

を 継 ぐ こ と に な っ た 。 会 社 は 倒 産

寸 前 で 、 十 数 億 の 借 金 、 受 注 減 少

と 問 題 山 積 の 状 態 で あ っ た 。

〝 私 が 社 長 を や ら ね ば 〞 と 決 意 し

た 伊 藤 は 、 従 業 員 の 信 頼 を 得 る べ

く 毎 日 一 人 ひ と り へ の 挨 拶 、 社 内

の 掃 除 か ら 始 め 、 距 離 を 縮 め て い

っ た 。 業 績 面 で は 時 計 部 品 の 落 込

分 を 新 し い 分 野 で カ バ ー す る こ と

が 課 題 で あ っ た 。 医 療 分 野 か ら

「 ガ イ ド ワ イ ヤ ー の 金 メ ッ キ 」 の

問 い 合 わ せ が あ り 、 こ の 完 成 を き

っ か け に 技 術 者 が 自 信 を 回 復 し 、

会 社 は 再 建 に 向 け 歩 み 始 め た 。

【 ２ 】 市 場 の 選 択

　 同 社 は 時 計 関 連 メ ッ キ を 主 力 に

ニ ッ チ な 市 場 で 業 績 を 伸 ば し て き

た が 、 バ ブ ル 経 済 崩 壊 後 受 注 が 激

減 し た 。 時 計 に 代 わ る 新 し い 仕 事

と し て 「 医 療 、 美 容 、 健 康 」 の 分

野 な ら 現 有 の 設 備 と 人 の 範 囲 内 で

可 能 で あ り 、 多 品 種 少 量 生 産 で リ

ス ク の 分 散 も は か れ る の で 、 既 存

製 品 に 加 え て こ の 新 分 野 の 製 品 も

視 野 に 入 れ た 市 場 戦 略 を 進 め る 。

【 ３ 】 構 造 変 化 対 応

　 時 計 は 成 熟 期 に 入 っ て お り 、 バ

ブ ル 経 済 の 崩 壊 を 境 に 大 手 メ ー カ

ー は 時 計 の 生 産 拠 点 を 海 外 に シ フ

ト し た 。 こ の 影 響 で 受 注 は 激 減 し

た 。 脱 時 計 を 図 り 、 他 の 分 野 を 増

や す こ と が 優 先 課 題 と 考 え 、 ホ ー

ム ペ ー ジ を 立 ち 上 げ て イ ン タ ー ネ

ッ ト を 活 用 し た 営 業 に 踏 み 切 っ た

こ と で 、 問 合 せ が 次 第 に 多 く な っ

て き た 。 高 品 質 で 多 品 種 少 量 生 産

を う た っ て い た こ と も あ り 、 い ろ

い ろ な 分 野 か ら の リ ピ ー ト が 増 え

て き た 。 中 で も 国 産 比 率 の 高 い サ

ク ソ フ ォ ン 、 フ ル ー ト で は 推 定 95

％ 以 上 の シ ェ ア を 持 っ て い る 。

【 ４ 】 コ ア 技 術

　 同 社 の コ ア 技 術 は 時 計 で 培 っ た

高 品 質 電 気 メ ッ キ が 原 点 で あ る 。

メ ッ キ 液 も 自 社 開 発 な の で ノ ウ ハ

ウ を 含 め た 技 術 の 蓄 積 は 大 き い 。

製 造 は す べ て 職 人 に よ る 手 作 業 で

多 品 種 少 量 生 産 が 特 徴 で あ る 。 現

在 は 電 気 メ ッ キ 、 無 電 解 メ ッ キ 、

イ オ ン プ レ ー テ ィ ン グ を 使 い こ な

し て い る 。 中 で も 音 楽 楽 器 の 厚 メ

ッ キ は 高 品 質 で 技 術 評 価 は 高 い 。

メ ッ キ と い う 地 味 な 世 界 で あ る が

技 術 者 は 技 術 の 向 上 と 新 技 術 開 発

に 意 欲 的 に 取 り 組 ん で い る 。

【 ５ 】 外 部 情 報 収 集 、 協 力 者

　 情 報 の 受 発 信 は イ ン タ ー ネ ッ ト

と 心 に 決 め 、 ホ ー ム ペ ー ジ を 開

設 。 そ の 結 果 、 問 合 せ や 受 注 も 増

え 、 同 社 の 再 建 と 躍 進 に 大 き く 貢

献 。 伊 藤

自 身 も 展

示 会 へ の

共 同 出 品

や 講 演 会 、 展 示 会 場 で の 逆 営 業 な

ど 積 極 的 な 行 動 で 情 報 発 信 し た こ

と で リ ピ ー タ ー も 増 加 し て い る 。

【 ６ 】 人 材 教 育

　 大 き な 耳 、 ク リ ヤ ー な 目 、 柔 軟

な 頭 で 研 ぎ 澄 ま さ れ た 感 性 を 持 ち

続 け 、 お 客 様 一 人 ひ と り の ニ ー ズ

に お 応 え で き る 人 材 の 育 成 と 一 人

ひ と り が 楽 し く 向 上 心 を も っ て 、

ヒ ラ メ キ と ト キ メ キ で 技 術 力 の 向

上 を 心 が け て い る 。 ま た 、 情 報 の

共 有 化 を 進 め 、 社 員 の 意 識 改 革 を

図 っ て い る 。

信 頼 の 上 に 築 く 奇 跡 の 再 建 、

脱 時 計 部 品 メ ッ キ の 歩 み 東 日 本 支 部 マ ネ ジ メ ン ト 部 会
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〔 略 　 歴 〕

伊 藤 麻 美

日 本 電 鍍 工 業 株 式

会 社 代 表 取 締 役 。

2 0 0 0 年 ３ 月 に

同 社 代 表 取 締 役 に

就 任 、 現 在 に 至 る 。 07 年 経 済 産 業 省

中 小 企 業 編 「 元 気 な モ ノ 作 り 中 小 企

業 ３ ０ ０ 社 ２ ０ ０ ７ 年 版 」 に 選 ば れ

る 、 08 年 さ い た ま 市 テ ク ニ カ ル ブ ラ

ン ド の 認 証 受 け る 、 同 年 彩 の 国 工 場

の 指 定 受 け る 。

座 右 の 銘 は 、 「Don't worry be happy 」│ な せ ば 成 る 。

技術
評価
の高
い楽
器の

厚メ
ッキ
を施
した
楽
器

《 元 気 な 中 小 企 業 の こ こ に 学 ぶ 》 │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ 日 本 電 鍍 工 業 株 式 会 社
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　 創 業 の 精 密 板 金 加 工 業 か ら 、 小

型 液 晶 パ ネ ル や 基 板 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ

な ど の 電 子 部 品 を 実 装 す る 装 置 の

世 界 的 な メ ー カ ー に 成 長 。 全 員 参

加 の 経 営 で 技 術 革 新 に 挑 戦 し 続 け

る 経 営 力 の 源 を 探 っ た 。

◆　　　 ◆　　　 ◆

【 １ 】 社 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ

　 １ ９ ５ ９ 年 に 父 が 創 業 。 86 年 に

社 長 就 任 。 従 来 の 基 盤 を 生 か し た

自 社 製 品 開 発 で 経 営 自 立 化 を 目 指

す 。 84 年 に 現 在 の 実 装 装 置 の 原 型

機 を 開 発 。 こ れ を 発 展 さ せ た 実 装

装 置 は 電 子 機 器 、 携 帯 電 話 、 デ ジ

カ メ 等 の 各 種 モ ジ ュ ー ル を 接 合 す

る 装 置 で 、 液 晶 パ ネ ル 産 業 の 成 長

に 支 え ら れ 、 国 内 外 の 精 密 機 器 メ

ー カ ー で 広 く 採 用 さ れ 、 世 界 の Ｏ

Ｈ Ａ Ｓ Ｈ Ｉ ブ ラ ン ド と な っ た 。 ま

た 、 創 業 以 来 の 金 属 加 工 事 業 は 受

託 加 工 か ら 自 社 設 計 の 受 託 開 発 や

自 社 製 品 の 開 発 販 売 に 着 手 。 ２ ０

１ ０ 年 に は ２ 変 数 関 数 を ス テ ン レ

ス で 立 体 造 形 し た 美 術 品 の 「 数 楽

ア ー ト 」 を 開 発 販 売 、 新 し い ビ ジ

ネ ス モ デ ル に も 挑 戦 し て い る 。

【 ２ 】 市 場 の 選 択

　 液 晶 パ ネ ル 産 業 の 発 展 に 対 応 し

て 小 型 液 晶 パ ネ ル な ど の 熱 圧 着 実

装 装 置 を 開 発 し 、 大 き く 飛 躍 。 99

年 、 業 界 の 常 識 を 覆 し た 卓 上 型 Ｃ

Ｏ Ｇ （Chip On Glass ） 実 装 装 置

は 日 経 新 聞 の 年 度 優 秀 賞 を 受 賞 、

こ れ に よ り 実 装 業 の 裾 野 を 一 部 の

大 企 業 か ら 中 小 企 業 へ 広 げ る こ と

に 貢 献 し た 。 06 年 に は 、 実 装 工 程

を 繋 い だ 世 界 初 の 全 自 動 Ｆ Ｏ Ｂ ラ

イ ン の 開 発 に 成 功 、 Ａ Ｃ Ｆ 接 合 実

装 装 置 の フ ル ラ イ ン ・ メ ー カ ー と

し て 各 国 に 輸 出 し て い る 。

【 ３ 】 構 造 変 化 へ の 対 応

　 バ ブ ル 経 済 崩 壊 時 に 種 々 の 製 品

を 開 発 し た が 成 功 せ ず 。 そ の 要 因

は 、 新 し い 課 題 に 対 応 で き る 人 材

不 足 と 組 織 的 対 応 力 の 未 熟 さ だ っ

た 。 以 後 、 経 営 体 質 の 革 新 、 顧 客

ニ ー ズ を 的 確 に 捉 え る 営 業 、 新 技

術 ・ 開 発 課 題 へ の 対 応 、 品 質 技

術 ・ 製 品 評 価 能 力 な ど 人 材 の 養

成 ・ 確 保 に 注 力 。 そ れ に よ り 顧 客

の 信 頼 は 着 実 に 高 ま り 、 顧 客 ニ ー

ズ に 応 え る 独 創 的 な 製 品 開 発 に 絶

え ず 挑 戦 で き る 体 制 が 整 っ た 。 現

在 、 新 規 事 業 と し て Ｖ Ｒ Ｄ 事 業 や

成 長 分 野 の 製 品 開 発 に 力 を 入 れ て

い る 。

【 ４ 】 コ ア 技 術

　 最 先 端 の 熱 圧 着 装 置 の 開 発 。 精

密 金 型 技 術 を ベ ー ス に し た 「 数 楽

ア ー ト 」 の 開 発 。 顧 客 ニ ー ズ を 捉

え て 新 市 場 を 創 造 す る 独 創 的 な 差

別 化 技 術 を 開 発 す る 企 業 文 化 を 創

り 、 Ｆ Ｐ Ｄ モ ジ ュ ー ル 実 装 の Ａ Ｃ

Ｆ 接 合 に よ る 中 小 型 実 装 装 置 市 場

に お い て 世 界 の リ ー デ ィ ン グ ・ カ

ン パ ニ ー を 目 指 し て い る 。

【 ５ 】 外 部 情 報

      　　 収 集

　 取 引 商 社 と

定 期 的 に 会 合

を 持 ち 、 各 種

展 示 会 に も 積

極 的 に 出 展 、

大 学 や 材 料 メ

ー カ ー と の 交 流 を 通 し て 情 報 の 発

信 と 収 集 ・ 整 理 を し て 新 製 品 開 発

に 役 立 て て い る 。

【 ６ 】 人 材 育 成

　 継 続 的 な 新 卒 採 用 と 発 展 段 階 に

必 要 な 専 門 家 の 中 途 採 用 で 新 製 品

開 発 に 挑 戦 。 全 員 参 加 で 経 営 指 針

（ 理 念 、 戦 略 、 方 針 、 計 画 ） の 作

成 と 実 行 を 行 い 、 各 人 の 考 え を 反

映 さ せ な が ら ス キ ル ア ッ プ を 図 る

こ と を 教 育 の 柱 と し て い る 。 ま

た 、 若 い 世 代 を 課 題 解 決 や 挑 戦 的

な 新 規 プ ロ ジ ェ ク ト に 参 加 さ せ て

実 践 的 に 人 材 を 育 成 し て い る 。

全 員 参 加 の 経 営 で 挑 戦 す る

精 密 機 器 生 産 装 置 の 世 界 的 メ ー カ ー 東 日 本 支 部 マ ネ ジ メ ン ト 部 会
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〔 略 　 歴 〕

大 橋 正 義

株 式 会 社 大 橋 製 作

所 代 表 取 締 役 社

長 。 １ ９ ８ 6 年 社

長 に 就 任 し 、 現 在

に 至 る 。 中 小 企 業 家 同 友 会 全 国 協 議

会 常 任 理 事 。 99 年 、 卓 上 型 Ｃ Ｏ Ｇ 実

装 装 置 で 日 経 新 聞 「 年 度 優 秀 賞 」 を

受 賞 。 経 営 方 針 は 「 顧 客 ニ ー ズ に 基

づ い た 顧 客 と の 共 同 の 商 品 開 発 と 喜

び の 共 有 化 」 。 主 体 性 を 重 視 す る 。

セ
ミ

オ
ー

ト
Ａ

Ｃ
Ｆ

実
装

装
置
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　 バ ブ ル 崩 壊 後 、 債 務 超 過 の 状 態

か ら ２ 年 間 足 ら ず で 累 積 赤 字 の 一

掃 、 復 配 し 、 以 来 18 期 連 続 黒 字 を

続 け る 株 式 会 社 日 本 レ ー ザ ー 。 同

社 の チ ャ レ ン ジ 精 神 と 進 化 し た 日

本 的 経 営 の 展 開 に ス ポ ッ ト を 当 て

る 。 （ 文 中 継 承 略 ）

◆　　　 ◆　　　 ◆

【 １ 】 社 長 の リ ー ダ シ ッ プ

　 近 藤 は 子 会 社 再 建 の た め 、 親 会

社 か ら 社 長 と し て 派 遣 さ れ た 。 ま

ず は 失 っ た 商 権 を 補 う べ く 、 自 ら

サ プ ラ イ ヤ ー を 開 拓 、 海 外 50 社 と

継 続 的 信 頼 関 係 を 結 び 、 ビ ジ ネ ス

モ デ ル の 基 礎 を 築 い た 。

「 信 頼 、 魅 力 、 共 感 」 を 軸 と し た

風 土 づ く り 、 「 能 力 主 義 、 業 績 主

義 、 理 念 主 義 」 を 人 事 評 価 制 度 に

取 り 込 ん だ ほ か 、 マ ネ ジ メ ン ト ・

ア ン ド ・ エ ン プ ロ イ ー ・ バ イ ア ウ

ト （ Ｍ Ｅ Ｂ Ｏ ） の 実 施 で 「 全 社 員

株 主 」 へ の 道 を 開 き 、 社 員 の 意 欲

向 上 を 図 っ た 。 ま た 、 親 会 社 の 取

締 役 職 を 辞 し 、 背 水 の 陣 で 臨 む 姿

勢 を 示 し た こ と が 社 員 の さ ら な る

意 欲 向 上 を 促 し 、 わ ず か ２ 年 間 で

累 積 赤 字 を 一 掃 し た 。

「 夢 と 志 の 経 営 」 を 標 榜 し 、 全 社

員 を 巻 き 込 ん だ “ 進 化 し た 日 本 的

経 営 ” を 推 し 進 め た こ と で 、 現 在

は 業 界 の ト ッ プ に 立 っ て い る 。

【 ２ 】 市 場 の 選 択

　 同 社 は 海 外 よ り レ ー ザ ー 及 び 関

連 機 器 を 輸 入 、 国 内 で 販 売 し て い

る 。 要 求 さ れ る の は 最 先 端 高 技 術

の 商 品 で あ り 、 こ れ に 適 う 技 術 力

を 持 つ 海 外 サ プ ラ イ ヤ ー か ら の 仕

入 れ が 多 数 を 占 め る 。 そ の た め 、

海 外 サ プ ラ イ ヤ ー と の 信 頼 関 係 強

化 に 努 め て い る 。 ま た 、 新 市 場 の

選 択 で は 可 能 性 と リ ス ク の 判 断 を

最 重 要 ポ イ ン ト と し て い る 。

【 ３ 】 構 造 変 化 対 応

　 従 来 は 研 究 用 レ ー ザ ー の 輸 入 が

主 流 だ っ た が 、 現 在 は 加 工 ・ 測 定

用 応 用 機 器 が 拡 大 。 そ の 対 応 と 併

せ て 、 自 社 ブ ラ ン ド 商 品 の 開 発 ・

販 売 や サ ー ビ ス に も 注 力 す る 。

　 業 界 は 一 匹 狼 の 一 人 親 方 タ イ プ

が 多 い 中 、 同 社 は サ プ ラ イ ヤ ー と

の 強 い 信 頼 関 係 を 持 つ こ と で 高 い

価 値 提 供 を 行 う ソ リ ュ ー シ ョ ン ・

プ ロ バ イ ダ ー と し て 独 自 路 線 を 確

立 し て い る 。

【 ４ 】 コ ア 技 術

　 レ ー ザ ー の 輸 入 ・ 販 売 に 求 め ら

れ る コ ア 技 術 は 、 ① 最 先 端 の 技 術

導 入 能 力 ② 先 端 技 術 の 理 解 と 応 用

力 ③ 英 語 力 と な る 。 顧 客 の ニ ー ズ

を 理 解 し 、 技 術 や サ ー ビ ス 及 び 新

分 野 へ の サ ポ ー ト を 行 う に は 、 保

有 技 術 を 駆 使 し た 臨 機 応 変 な 対 応

と ブ ラ ン ド 開 発 力 が 必 要 で あ る 。

　 新 技 術 へ の 展 開 （ バ イ オ 機 器 、

微 細 加 工 ） で は 商 品 や サ ー ビ ス を

提 供 か ら 、 ノ ウ ハ ウ や ソ リ ュ ー シ

ョ ン ま で 積 極 的 に 提 供 し て い る 。

【 ５ 】 外 部 情 報 収 集 、 協 力 者
　 情 報 は 主

に 海 外 取 引

先 か ら 収 集

す る が 、 開

発 ス ピ ー ド

と 変 化 が 早

い 分 野 で あ る た め 、 同 社 技 術 者 は

大 学 、 研 究 所 、 サ プ ラ イ ヤ ー の 研

究 者 や 技 術 者 を 自 社 の “ 応 援 団 ”

と 捉 え 、 継 続 的 な 信 頼 関 係 を 築 く

こ と で 情 報 と 協 力 を 得 て い る 。

【 ６ 】 人 材 育 成

　 同 社 は 「 社 員 の 成 長 が 会 社 の 成

長 に つ な が る 」 「 会 社 は 社 員 の 自

己 実 現 の 舞 台 」 と 社 員 教 育 に 力 を

注 ぐ 。 社 長 自 ら が 行 う 「 英 語

塾 」 、 社 外 の 「 自 己 啓 発 研 修 会 」

へ の 参 加 、 毎 週 末 「 気 づ き 」 と 題

す る 幹 部 と 従 業 員 の メ ー ル 交 流 な

ど の 人 財 育 成 策 を 展 開 し て い る 。

《 元 気 な 中 小 企 業 の こ こ に 学 ぶ 》� 株 式 会 社 日 本 レ ー ザ ー
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〔 略 歴 〕

近 藤 宣 之

株 式 会 社 日 本 レ ー

ザ ー 代 表 取 締 役 社

長 。 １ ９ ６ ８ 年 大

学 卒 業 後 、 同 年 ４

月 に 日 本 電 子 株 式 会 社 に 入 社 、 94 年

株 式 会 社 日 本 レ ー ザ ー の 代 表 取 締 役

社 長 に 就 任 。 ２ ０ １ １ 年 第 １ 回 「 日

本 で い ち ば ん 大 切 に し た い 会 社 」 大

賞 （ 中 小 企 業 庁 長 官 賞 ） 受 賞 。 座 右

の 銘 は 「 人 生 に お い て ２ 点 間 の 最 短

距 離 は 直 線 で は な い 」 。
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「 日 本 発 で 世 界 に 通 用 す る ベ ン チ

ャ ー 企 業 の 成 功 」 と い う 挑 戦 的 な

使 命 感 を 持 ち 、 「 ４ 倍 速 の ス ピ ー

ド 経 営 」 で 世 界 一 を 狙 う 電 動 バ イ

ク 会 社 の 起 業 家 精 神 ・ 戦 略 的 思 考

の 根 源 を 探 る 。 ［ 文 中 敬 称 略 ］

◆　　　 ◆　　　 ◆

【 １ 】 社 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ

　 大 学 卒 業 後 、 ６ 年 間 経 営 実 務 を

学 ぶ が 、 「 世 界 を 舞 台 に 仕 事 が し

た い 」 と い う 夢 を 叶 え る べ く 渡

米 。 大 学 で Ｍ Ｂ Ａ 取 得 後 、 シ リ コ

ン バ レ ー で 技 術 系 ベ ン チ ャ ー 企 業

の 支 援 な ど に 携 わ り 、 多 く の 経 営

者 か ら 戦 略 的 思 考 と 起 業 家 精 神 を

併 せ 持 つ こ と の 大 切 さ を 学 ん だ 。

　 ２ ０ ０ ９ 年 に 帰 国 、 日 本 の 技 術

で 勝 負 を か け た い と 、 10 年 に ベ ン

チ ャ ー で も 参 入 し や す い 新 産 業 の

電 動 バ イ ク 企 業 を 設 立 。 最 小 投 資

で 最 大 リ タ ー ン を 基 本 と し 、 数 値

管 理 に 厳 し い 経 営 を 行 っ て い る 。

　 志 の 高 い 事 業 コ ン セ プ ト が 評 価

さ れ 、 著 名 な 元 大 企 業 の 経 営 者 な

ど が 株 主 と な り 、 助 言 も 得 て い

る 。 人 材 に つ い て も 、 若 手 中 心 、

少 数 精 鋭 の 水 平 分 業 で ス ピ ー ド 感

の あ る ４ 倍 速 の 経 営 （ ２ 倍 の 質 で

２ 倍 働 く ） を 行 い 、 ま ず は 国 内 市

場 で 実 績 を 出 し 、 世 界 を 狙 う 。

【 ２ 】 市 場 の 選 択

　 国 内 で の 実 績 を 基 に 、 大 市 場 で

あ る 東 南 ア ジ ア に 進 出 。 11 年 に ベ

ト ナ ム 南 部 に 工 場 建 設 を 決 め 、 12

年 中 に 新 型 モ デ ル の 生 産 を 開 始 。

製 品 や サ ー ビ ス も 、 電 動 バ イ ク の

特 性 を 出 し た ラ イ フ ス タ イ ル を 提

案 す る な ど 、 新 た な ビ ジ ネ ス モ デ

ル の 構 築 も 進 め て い る 。

【 ３ 】 構 造 変 化 へ の 対 応

　 電 動 バ イ ク は 石 油 輸 入 量 の 多 い

中 国 で は 00 年 頃 か ら 販 売 さ れ 、 09

年 に は ２ ３ ７ ０ 万 台 と 急 速 に 伸

長 。 売 り 切 り 商 売 の 中 国 製 品 と の

差 別 化 が 重 要 で 、 日 本 市 場 に 合 っ

た 安 全 性 ・ 品 質 と ア フ タ ー サ ー ビ

ス を 考 え た 新 製 品 を 開 発 。 中 国 に

委 託 生 産 し て 徹 底 し た コ ス ト ダ ウ

ン を 図 っ た 。 看 板 商 品 「 Ｓ Ｅ Ｅ

Ｄ 」 シ リ ー ズ の 最 安 価 格 は ９ 万 ９

８ ０ ０ 円 と 普 及 を 狙 う 価 格 と し 、

創 業 ２ 年 目 に し て 国 内 で 約 ３ ０ ０

０ 台 を 販 売 、 最 大 手 と な る 。

【 ４ 】 コ ア 技 術

　 デ ジ タ ル 化 モ ノ づ く り の 時 代

は 、 ス マ イ ル カ ー ブ の 上 流 と 下 流

で し か 高 い 利 益 は 上 げ ら れ な い 。

そ の た め 、 同 社 は 製 品 の 企 画 ・ 開

発 と 、 販 売 ・ サ ー ビ ス に 特 化 。 新

製 品 は 従 来 と は 全 く 違 う コ ン セ プ

ト と デ ザ イ ン を 目 指 し 、 世 界 中 の

部 品 会 社 と イ タ リ ア の デ ザ イ ン 会

社 を 飛 び 回 り 、 開 発 し て い る 。

【 ５ 】 外 部 情 報 収 集

　 問 題 意 識 と ロ ジ ッ ク を 持 っ て 、

デ ザ イ ン や 部 品 会 社 、 販 売 会 社 、

二 輪 車 研 究 家 な ど の キ ー マ ン に 、

と に か く 動 い て ダ メ も と で 会 い に

行 き 、 必 要 な 情 報 を 得 て い る 。 ギ

ブ ・ ア ン

ド ・ テ イ ク

を 大 切 に 、

講 演 な ど を

通 じ て 広 い

つ な が り を 心 掛 け て い る 。

【 ６ 】 人 材 育 成

　 意 欲 や 潜 在 性 、 自 分 で 考 え ・ 決

め ・ 動 く 力 の あ る 優 秀 な 若 い 人 材

を 採 用 。 そ の た め 、 社 員 の 大 半 は

上 位 大 学 出 身 の 20 代 前 半 。 ビ ジ ネ

ス 基 礎 を 短 期 集 中 で 徹 底 的 に 叩 き

込 み 、 入 社 ２ 週 間 ほ ど で 一 人 前 に

育 て 上 げ る 。 戦 略 は 徹 底 的 に 議 論

し 、 方 向 性 を す り 合 わ せ て か ら 権

限 を 委 譲 し 、 大 胆 に 任 せ る こ と で

人 材 を 育 成 し て い る 。 優 秀 な 人 材

ほ ど 起 業 家 に あ こ が れ る モ デ ル 会

社 に し た い 。

《 元 気 な 中 小 企 業 の こ こ に 学 ぶ 》� テ ラ モ ー タ ー ズ 株 式 会 社

世 界 一 を 狙 う 電 動 バ イ ク の

ベ ン チ ャ ー 企 業 東 日 本 支 部 マ ネ ジ メ ン ト 部 会
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〔 略 　 歴 〕

徳 重　 徹

テ ラ モ ー タ ー ズ 株

式 会 社 代 表 取 締 役

社 長 。 １ ９ ９ ４ 年

大 学 卒 業 後 、 三 井

住 友 海 上 火 災 保 険 株 式 会 社 に 入 社 。

00 年 に 同 社 を 退 社 し て 米 国 の 大 学 に

留 学 。 そ の 後 、 ベ ン チ ャ ー 企 業 の 支

援 や 中 小 企 業 の 再 生 に 従 事 。 09 年 に

帰 国 、 翌 年 に テ ラ モ ー タ ー ズ 株 式 会

社 を 設 立 、 代 表 取 締 役 社 長 に 就 任 。

経 営 信 条 は 「 日 本 発 の 世 界 的 ベ ン チ

ャ ー 企 業 の 創 出 」 で あ る 。
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　 町 工 場 が 密 集 す る 墨 田 区 に 、 高

品 質 ・ 少 量 生 産 ・ 短 納 期 化 を 進 め

て 業 績 を 伸 ば し て い る 浜 野 製 作 所

が あ る 。 ２ 〜 ３ 人 の 量 産 金 属 プ レ

ス 加 工 か ら 脱 出 す べ く 、 多 品 種 少

量 、 試 作 対 応 の 板 金 工 場 へ 業 務 転

換 を 図 り 、 ６ 年 間 で 売 上 高 を 10 倍

に し た 対 応 力 と 技 術 力 の 源 を 探 っ

て み た 。 ［ 文 中 敬 称 略 ］

◆　　　 ◆　　　 ◆

【 １ 】 社 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ

　 20 年 前 、 浜 野 は 29 歳 で 創 業 者 で

あ る 父 の 跡 を 継 い だ 後 、 近 隣 火 災

に よ り 工 場 焼 失 と い う 災 難 に 遭

い 、 ど ん 底 の 経 営 に 直 面 し た 。 だ

が 、 あ る 社 員 の 一 言 に よ っ て 難 局

を 乗 り 越 え 、 東 京 で 生 き 抜 く 道 を

決 意 し た 。 こ の 時 協 力 と 支 援 を 受

け た 人 た ち へ の 感 謝 と 還 元 の 気 持

ち は 、 「 お も て な し の 心 」 と し て

今 も 経 営 理 念 に 生 か さ れ て い る 。

【 ２ 】 市 場 の 選 択

　 先 代 が 開 拓 し た 金 属 プ レ ス 加 工

の 市 場 を 引 き 継 ぐ が 、 バ ブ ル 崩 壊

に よ り 量 産 経 営 は 限 界 と な っ た 。

　 受 注 活 動 を す る 中 で 、 顧 客 を 増

や す に は 安 く す る か 、 難 し い も の

を 加 工 す る か 、 納 期 を 短 縮 す る か

の い ず れ か で あ る と 気 づ く 。 付 加

価 値 を 生 む 人 材 を 育 て な が ら 、 新

た な 市 場 の 開 拓 と 、 試 作 品 １ 個 か

ら 量 産 ま で の 多 品 種 少 量 生 産 体 制

を 築 く こ と で 、 高 品 質 ・ 短 納 期 で

差 別 化 で き る 商 品 市 場 に 活 路 を 求

め た 。

【 ３ 】 構 造 変 化 対 応

　 市 場 構 造 の 変 化 に 対 応 す べ く 、

生 産 面 で は Ｉ Ｔ 技 術 を 取 り 込 み 、

各 工 程 の 稼 働 状 況 の 一 覧 化 と と も

に 、 バ ー コ ー ド を 活 用 し た 生 産 計

画 と 納 期 管 理 の 一 元 化 を 図 り 、 試

作 品 １ 個 か ら 量 産 ま で 対 応 で き る

一 貫 し た 受 注 生 産 体 制 を 整 え て い

る 。

　 ま た 、 企 業 間 ネ ッ ト ワ ー ク を 構

築 し た こ と で 複 合 的 な 視 点 か ら の

検 討 が 強 化 さ れ 、 価 値 の 高 い 対 応

が で き る よ う に な っ た 。

【 ４ 】 コ ア 技 術

　 同 社 の 技 術 は 、 顧 客 が 求 め る も

の を 素 早 く 形 に し 、 納 期 を 守 り 提

供 で き る こ と 。

　 す な わ ち 、 ① Ｉ Ｔ 技 術 を 取 り 込

ん だ 生 産 管 理 シ ス テ ム と 多 品 種 少

量 生 産 か ら 量 産 ま で の 一 貫 し た 受

注 生 産 体 制 の 整 備 、 ② 最 新 鋭 の 加

工 設 備 群 の 所 有 、 迅 速 に 対 応 す る

技 能 集 団 の 養 成 、 ③ 求 め ら れ る サ

ー ビ ス や 情 報 を 複 合 的 視 点 で 検 討

し 高 品 質 で 提 供 で き る 技 術 力 ─

で あ る 。

【 ５ 】 外 部 情 報 収 集 、 協 力 者

　 大 学 、 地 域 企 業 、 区 役 所 な ど と

の 産 官 学 連 携 を 活 発 に 行 う こ と

で 、 そ れ を 知 識 と 情 報 の 発 信 ・ 入

手 に 役 立 て る と と も に 、 「 信 頼 」

あ る 会 社 作 り ・ 人 つ く り 、 お よ び

新 し い ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス を 作 り 出

し て い る 。 ま た 、 企 業 間 ネ ッ ト ワ

ー ク 、 講

演 ・ 報 道 メ

デ ィ ア 、 ホ

ー ム ペ ー ジ

を 通 じ て 情

報 の 受 発 信

を 行 い 、 経 営 に 役 立 て て い る 。

【 ６ 】 人 材 育 成

　 付 加 価 値 を 生 む 人 材 の 育 成 に 力

を 入 れ て い る 。 従 業 員 全 員 に 技 能

資 格 を 取 得 さ せ る ほ か 、 ジ ョ ブ ロ

ー テ ー シ ョ ン 制 度 に よ る 多 能 工

化 、 産 官 学 連 携 プ ロ ジ ェ ク ト に 参

加 さ せ て モ ノ つ く り に 対 す る 大 局

的 視 点 を 養 わ せ る こ と な ど を 通 し

て 、 高 度 な 技 能 集 団 を 作 り 上 げ て

い る 。 社 内 は 明 る く 、 従 業 員 の モ

チ ベ ー シ ョ ン は 高 い 。

《 元 気 な 中 小 企 業 の こ こ に 学 ぶ 》� 浜 野 製 作 所

工 場 焼 失 の 災 難 を 乗 り 越 え 、

６ 年 間 で 売 上 高 10 倍 に 東 日 本 支 部 マ ネ ジ メ ン ト 部 会
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〔 略 　 歴 〕

浜 野 慶 一

株 式 会 社 浜 野 製 作

所 代 表 取 締 役 社

長 。 １ ９ ９ ３ 年 ９

月 に 株 式 会 社 浜 野

製 作 所 に 入 社 、 同 年 、 代 表 取 締 役 社

長 に 就 任 、 現 在 に 至 る 。 07 年 第 ５ 回

「 勇 気 あ る 経 営 大 賞 」 優 秀 賞 、 08 年

「 東 京 都 中 小 企 業 も の づ く り 人 材 育

成 大 賞 」 奨 励 賞 、 「 東 京 都 経 営 革 新

優 秀 賞 」 奨 励 賞 ほ か 数 件 で 表 彰 さ れ

て い る 。 経 営 理 念 は 「 お も て な し の

心 を 常 に 持 っ て お 客 様 ・ ス タ ッ フ ・

地 域 に 感 謝 ・ 還 元 し 、 夢 （ 自 己 実

現 ） と 希 望 と 誇 り を 持 っ た 活 力 あ る

企 業 を 目 指 そ う 」 で あ る 。
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　 専 業 主 婦 が 突 然 、 赤 字 会 社 の 社

長 に な り 、 わ ず か ２ 年 で 再 建 。 天

皇 陛 下 も ご 視 察 さ れ る 優 良 な 精 密

ば ね の 製 作 会 社 に 成 長 さ せ た 経 営

術 を 探 っ て み た 。 ［ 文 中 敬 称 略 ］

◆　　　 ◆　　　 ◆

【 １ 】 社 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ

　 １ ９ ４ １ 年 に 創 業 者 の 養 父 が ば

ね 製 作 工 場 を 設 立 。 カ メ ラ 、 時

計 、 電 気 機 器 向 け の 精 密 ば ね を 製

作 し て 発 展 。 80 年 に 養 父 が 亡 く な

り 古 参 役 員 が 経 営 を 担 う も 、 86 年

か ら ２ 期 連 続 赤 字 と な る 。 相 続 人

で 専 業 主 婦 の 小 松 は 「 お 飾 り 社

長 」 。 し か し 、 崖 淵 に 立 た さ れ た 。

　 破 綻 し た ら 責 任 を 取 る の は 自 分

だ と 覚 悟 を 決 め 、 経 営 を 一 か ら 勉

強 し た 。 最 初 に 「 ５ Ｓ 」 の 浸 透 を

自 ら 実 践 。 会 社 を 潰 さ な い 、 １ 人

の 社 員 も 見 捨 て な い 、 顧 客 要 望 に

必 ず 応 え る な ど の 理 念 を 記 し た 経

営 計 画 書 を 作 成 す る が 、 役 員 の 反

対 に 遭 い 、 自 費 で 社 員 に 配 布 。 賛

同 す る 社 員 と 共 に 考 え 、 協 力 者 を

増 や し 、 経 営 改 革 を 進 め た 。

　 ２ 年 後 に 赤 字 か ら 脱 却 す る と 、

業 績 は 一 気 に 好 転 。 改 革 の 手 綱 を

緩 め ず 電 子 、 通 信 、 医 療 機 器 向 け

な ど の 新 分 野 に も 進 出 。 ま た 、 手

形 を 発 行 し な い バ ラ ン ス シ ー ト の

良 い 健 全 経 営 を 行 っ て い る 。

【 ２ 】 市 場 の 選 択

　 当 初 は カ メ ラ シ ャ ッ タ ー 用 精 密

ば ね を 製 作 し て 発 展 。 そ の 後 、 成

長 す る 精 密 機 械 分 野 に 向 け た 技 術

開 発 を 進 め 、 同 分 野 向 け に １ ０ ０

０ 種 に 及 ぶ 精 密 ば ね の 製 作 を 可 能

に し て 業 容 を 拡 大 し た 。

【 ３ 】 構 造 変 化 へ の 対 応

　 製 品 の 小 型 軽 量 化 が 進 む 時 代 の

変 化 に 対 応 し た 微 細 化 技 術 の 開 発

を 進 め る と 共 に 、 増 大 す る 生 産 数

量 に 応 え る べ く 工 場 を 増 設 。 東 京

に 第 二 ・ 第 三 工 場 、 宮 城 、 秋 田 に

も 工 場 を 新 設 、 さ ら に 海 外 拠 点 を

イ ン ド ネ シ ア に 設 立 。 一 方 、 多 品

種 少 量 生 産 化 に 対 応 し た 生 産 や 試

作 品 受 注 に も 力 を 入 れ て い る 。

【 ４ 】 コ ア 技 術

　 線 径 わ ず か 30 ㎛ の 超 精 密 微 細 ば

ね も 製 作 で き る 最 先 端 の 微 細 加 工

技 術 を 開 発 。 こ れ は 独 自 の 着 想 と

熟 練 し た 調 整 ・ 成 形 技 術 、 最 新 設

備 に よ っ て 可 能 と な っ た 。 全 て 受

注 生 産 で 製 品 設 計 の 初 期 段 階 か ら

参 加 し 、 金 型 製 作 、 材 料 選 定 か ら

製 作 、 熱 処 理 、 検 査 ま で の 工 程 を

一 貫 し て 行 い 、 高 品 質 の 精 密 ば ね

を 短 納 期 で 生 産 し て い る 。

　 こ れ ら の 技 術 が 高 く 評 価 さ れ 、

06 年 に 「 第 １ 回 元 気 な モ ノ 作 り 中

小 企 業 ３ ０ ０ 社 」 に 選 定 。 07 年 に

は 天 皇 陛 下 の ご 視 察 を 賜 っ た 。

【 ５ 】 外 部 情 報 収 集 と 協 力 者

　 社 長 ひ と り で 顧 客 に 会 い 本 音 を

伺 い 、 そ の 意 見 を 技 術 開 発 や 経 営

改 革 に 活 か し

た こ と で 顧 客

の 信 頼 を 獲

得 。 そ れ が 業

容 拡 大 に も つ

な が っ て い

る 。 ま た 、 展

示 会 ・ 商 談 会

に も 積 極 的 に 参 加 し て 自 社 技 術 を

Ｐ Ｒ し て い る 。

【 ６ 】 人 材 育 成

　 社 員 と 共 に 「 何 で で き な か っ た

の か 」 と 悩 み 、 考 え る こ と を 経 営

の 基 本 と し 、 社 員 を 励 ま し 感 謝 し

て 人 材 を 育 成 。 休 業 日 な ど を 活 用

し て 担 当 違 い の 業 務 を お 互 い に 勉

強 し 、 技 術 開 発 や 営 業 の 幅 を 広 げ

る よ う 、 現 場 が 自 ら 学 習 し 、 助 け

合 っ て 課 題 解 決 に 取 り 組 む 社 風 も

で き て い る 。 11 年 に 若 い 経 営 感 覚

を 持 っ た 長 女 が 社 長 に 就 任 。 現 在

は 会 長 と し て 現 場 と 共 に 考 え 抜 く

経 営 の 伝 承 に 注 力 し て い る 。

《 元 気 な 中 小 企 業 の こ こ に 学 ぶ 》� 小 松 ば ね 工 業 株 式 会 社

専 業 主 婦 が 赤 字 会 社 を 優 良 な

精 密 ば ね 製 作 会 社 に 再 建 東 日 本 支 部 マ ネ ジ メ ン ト 部 会
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〔 略 　 歴 〕

小 松 節 子

短 期 大 学 を 卒 業 し

て 、 専 業 主 婦 に 。

84 年 に 44 歳 で 小 松

ば ね 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社 長 に 就 任 す る 。 11 年 に

代 表 取 締 役 会 長 に 。 06 年 に 「 元 気 な

モ ノ 作 り 中 小 企 業 ３ ０ ０ 社 」 に 選

定 。 07 年 に は 天 皇 陛 下 の ご 視 察 を 賜

る 。 座 右 の 銘 は 「 と こ と ん や る 努

力 」 。
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　 金 属 プ レ ス 業 界 に 初 め て ド ラ イ

プ レ ス 加 工 技 術 を 取 り 込 み 、 地 球

環 境 に 優 し い プ レ ス 加 工 で オ ン リ

ー ワ ン 企 業 を 目 指 し て い る 山 陽 プ

レ ス 工 業 株 式 会 社 。 同 社 が 掲 げ る

「 美 し い も の づ く り 」 へ の 熱 い 思

い と パ ワ ー の 源 を 探 っ て み た 。

［ 文 中 敬 称 略 ］
◆　　 ◆　　 ◆

【 １ 】 社 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ

　 同 社 は 昭 和 22 年 ２ 月 、 プ レ ス 金

型 製 作 ・ 加 工 メ ー カ ー と し て 創

立 、 カ メ ラ の ボ デ ィ や 精 密 な 外 装

部 品 な ど の 製 作 を 手 掛 け て き た 。

　 平 成 ２ 年 、 旅 行 先 の 沖 縄 で 海 の

環 境 悪 化 を 知 り 、 環 境 改 善 を 強 く

意 識 す る よ う に な る 。 そ の 後 、 ド

ラ イ 加 工 に 出 会 い 、 数 年 の 共 同 開

発 を 経 て 、 ド ラ イ プ レ ス 加 工 技 術

を 完 成 さ せ た 。 同 技 術 を 通 し て 、

地 球 に 優 し い 企 業 と し て 最 高 の プ

レ ス 製 品 を 提 供 す べ く 、 「 美 し い

も の づ く り 」 活 動 を 進 め て い る 。

【 ２ 】 市 場 の 選 択

「 お 客 様 か ら 求 め ら れ 、 解 決 す べ

き 問 題 が あ る と こ ろ に 市 場 が あ

る 」 「 お 客 様 の 声 に 耳 を 傾 け て い

る と 、 市 場 が 見 え て く る 」 と 考

え 、 市 場 ニ ー ズ の 変 化 と 自 社 技 術

の 進 歩 ・ 応 用 の 可 能 性 か ら 市 場 を

選 択 し て き た 。

【 ３ 】 構 造 変 化 対 応

　 主 力 の ス テ レ オ 市 場 が カ セ ッ ト

型 レ コ ー ダ ー に 移 り 、 売 上 が 大 き

く 減 少 し た め 、 新 し く 時 計 部 品 、

自 動 車 部 品 市 場 に 進 出 。 自 動 車 部

品 製 作 で は 当 時 難 し い と さ れ て い

た 「 深 絞 り 技 術 」 を 習 得 。 こ の 技

術 を 増 加 し て き た デ ジ タ ル 音 響 機

器 の 外 装 部 品 生 産 に 活 用 し た 。

　 ま た 、 金 型 は 設 計 か ら 製 造 ま で

自 社 工 場 で 一 貫 生 産 体 制 を 取 り 、

外 装 プ レ ス 加 工 で は 設 計 提 案 か ら

納 品 ま で 全 て の プ ロ セ ス で 顧 客 要

求 に 応 え る 体 制 を 構 築 。 さ ら に 自

社 製 品 （ Ｓ Ｕ Ｎ Ｓ ） を 市 場 に 出

し 、 事 業 の 柱 の １ つ と し て い る 。

【 ４ 】 コ ア 技 術

　 現 在 、 ド ラ イ プ レ ス 加 工 技 術 が

中 心 的 技 術 に な っ て お り 、 金 属 材

の プ レ ス 加 工 と 薄 膜 ・ フ ィ ル ム 材

の プ レ ス 加 工 が 事 業 を 支 え て い

る 。 ド ラ イ プ レ ス 加 工 の 実 用 化 で

プ レ ス 加 工 の 「 オ イ ル レ ス 化 ・ 洗

浄 レ ス 化 」 を 図 り 、 コ ス ト 削 減 、

職 場 環 境 改 善 へ 大 き く 貢 献 。 同 時

に 、 競 合 他 社 と の 差 別 化 に も つ な

が り 、 競 争 力 を 高 め て い る 。

　 社 長 は 日 本 ド ラ イ 加 工 振 興 会 を

設 立 。 ド ラ イ プ レ ス 加 工 の 金 型 に

関 す る デ ー タ ベ ー ス を 構 築 し 、 業

界 に 広 げ る 努 力 を 続 け て い る 。

【 ５ 】 外 部 情 報 収 集 、 協 力 者

　 社 長 自 ら 展 示 会 、 学 会 発 表 、 講

演 会 に 積 極 的 に 参 加 し 、 情 報 の 入

手 ・ 発 信 を 行 っ て い る 。 同 社 の 技

術 の 中 核 を な

す Ｄ Ｌ Ｃ ド ラ

イ プ レ ス 加 工

は 、 「 紙 の 裁

断 の 刃 物 技

術 」 を ヒ ン ト

に 発 展 さ せ た

も の で 、 東 京

都 立 産 業 技 術 研 究 セ ン タ ー 、 湘 南

工 科 大 学 、 日 本 工 業 大 学 と の 産 学

協 同 開 発 で 実 用 化 に 至 っ て い る 。

【 ６ 】 人 材 育 成

　 会 社 を 人 格 形 成 の た め の 教 育 の

場 と し 、 「 気 づ き 」 「 自 立 性 」 「 長

所 を の ば す 」 を 軸 に 、 志 の あ る 人

材 の 育 成 に 励 ん で い る 。 特 に 技 術

者 に は 、 外 部 講 師 に よ る 精 密 プ レ

ス 加 工 技 術 の 基 礎 ・ 応 用 ま で の 講

義 や 、 国 家 資 格 ・ 金 型 製 作 技 能 士

の 取 得 を 奨 励 し て い る 。

《 元 気 な 中 小 企 業 の こ こ に 学 ぶ 》� 山 陽 プ レ ス 工 業 株 式 会 社

「 美 し い も の づ く り 」 へ の 熱 い 思 い が

ド ラ イ プ レ ス 加 工 を 導 く 東 日 本 支 部 マ ネ ジ メ ン ト 部 会
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〔 略 　 歴 〕

檜 垣 昌 子

山 陽 プ レ ス 工 業 株

式 会 社 取 締 役 社

長 。 大 学 卒 業 後 の

１ ９ ７ ８ 年 ４ 月 、

山 陽 プ レ ス 工 業 株 式 会 社 に 入 社 、 00

年 に 取 締 役 社 長 に 就 任 、 現 在 に 至

る 。 02 年 、 第 53 回 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ

ル ギ フ ト シ ョ ー で 同 社 の 金 属 製 カ ー

ド ケ ー ス が 「 女 性 が 選 ぶ 人 気 コ ン テ

ス ト 大 賞 」 を 受 賞 。 05 年 に は 日 本 塑

性 加 工 学 会 「 技 術 開 発 賞 」 を 受 賞 。

　 座 右 の 銘 は 、 「 一 燈 照 隅 、 万 燈 照

国 」 （ 佐 藤 一 斎 ） 、 「 と も に 学 び 、 と

も に 成 長 す る 」 。
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　 天 然 素 材 の エ ボ ナ イ ト は 「 古 く

て 新 し い 素 材 」 。 そ の 特 性 を 活 か

し た 独 自 製 品 の 開 発 ・ 販 売 に よ っ

て 注 目 さ れ て い る モ ノ つ く り の 秘

密 に 迫 っ た 。 ［ 文 中 敬 称 略 ］

◆　　 ◆　　 ◆

【 １ 】 社 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ

　 祖 父 が １ ９ ５ ２ 年 に 創 業 し た 当

時 、 エ ボ ナ イ ト 製 品 は 広 く 使 わ れ

て い た 。 し か し 、 量 産 性 の よ い プ

ラ ス チ ッ ク の 出 現 に よ り 、 次 第 に

活 躍 の 場 は 減 少 し て い っ た 。

　 そ う し た 中 で 98 年 、 遠 藤 智 久 は

創 業 者 の 想 い を 受 け て 「 必 要 と さ

れ る 限 り 続 け る 」 と 決 め 、 そ れ ま

で の 勤 め 先 を 辞 め て 入 社 。 07 年 に

は 下 請 け か ら Ｂ to Ｃ ビ ジ ネ ス へ の

脱 皮 を 決 心 し 、 地 域 の 産 学 官 連 携

モ ノ つ く り プ ロ ジ ェ ク ト な ど に 積

極 的 に 参 加 し 、 新 製 品 開 発 を 推 進

す る 。 現 在 は エ ボ ナ イ ト の 特 性 を

前 面 に 出 し た 製 品 開 発 と と も に 、

国 内 唯 一 の エ ボ ナ イ ト 素 材 メ ー カ

ー と な っ た 利 点 を 活 か し 、 独 自 の

少 量 生 産 経 営 を 進 め て い る 。

【 ２ 】 市 場 の 選 択

　 独 自 の 製 品 開 発 で 生 み 出 し た 高

級 万 年 筆 、 ギ タ ー ピ ッ ク 、 ベ ル ト

の バ ッ ク ル 、 ナ イ フ の 柄 な ど は 愛

好 家 か ら 高 い 評 価 を 得 て い る 。 ま

た 、 従 来 の ゴ ム タ イ ヤ の キ ャ ス タ

ー 、 発 泡 性 エ ボ ナ イ ト で 作 る フ ロ

ー ト の 製 作 は 継 続 し て お り 、 海 外

で も 同 素 材 を 扱 う メ ー カ ー が 少 な

く な っ た こ と か ら 、 現 在 は 世 界 に

向 け て 販 売 し て い る 。

【 ３ 】 構 造 変 化 へ の 対 応

　 Ｂ to Ｃ ビ ジ ネ ス へ の 転 換 を 推 進

す る た め 、 08 年 を 「 エ ボ ナ イ ト 元

年 」 と し 、 そ の 良 さ の 周 知 活 動 を

本 格 化 さ せ た 。 ま た 、 万 年 筆 は 製

造 か ら 修 理 ・ サ ー ビ ス ま で 一 貫 し

て 手 掛 け る ビ ジ ネ ス モ デ ル で 付 加

価 値 を 高 め て い る 。

【 ４ 】 コ ア 技 術

　 エ ボ ナ イ ト は 表 面 を 磨 く と 美 し

い 艶 を 放 ち 、 し っ と り 滑 り に く く

て 固 く な り 、 熱 や 水 、 薬 品 に 強 い

と い っ た 特 長 も 併 せ 持 つ 。

　 こ う し た 特 長 を 最 大 限 活 か す の

と 同 時 に 、 08 年 に は エ ボ ナ イ ト の

カ ラ ー 化 ・ マ ー ブ リ ン グ 化 に 成 功

し 、 翌 年 に は マ ー ブ ル エ ボ ナ イ ト

製 の 高 級 万 年 筆 の 製 造 を 開 始 。 こ

れ は 、 熟 練 の 技 を 持 つ 職 人 が 一 貫

し て 手 作 り す る も の 。 ま た 、 10 年

に 開 発 し た プ ロ 用 ギ タ ー ピ ッ ク

「 シ ー ラ カ ン ス 」 は 、 弾 き 心 地 や

音 色 が 演 奏 家 に 受 け て い る 。 こ う

し た 取 り 組 み に よ り 、 09 、 10 年 に

Ｔ Ａ Ｓ Ｋ も の づ く り 大 賞 共 同 開 発

部 門 奨 励 賞 を 受 賞 し て い る 。

【 ５ 】 外 部 情 報 収 集 と 協 力 者

　 地 域 の モ ノ つ く り プ ロ ジ ェ ク ト

で 情 報 を 得 る ほ か 、 フ ェ イ ス ブ ッ

ク や ウ ェ ブ シ ョ ッ プ 「 下 町 の エ ボ

屋 さ ん ＝ 笑
え

暮
ぼ

屋
や

」 を 開 設 し て 販

売 。 ま た 、 大 手 百 貨 店 で 高 級 万 年

筆 の 展 示 販 売

や 、 展 示 会 へ

の 参 加 を 通 し

て 、 情 報 の 受

発 信 を 活 発 に

行 っ て い る 。

【 ６ 】 人 材 育 成

「 頼 ま れ ご と は 試 さ れ ご と 」 を モ

ッ ト ー と し て 、 地 域 産 業 活 性 化 プ

ロ ジ ェ ク ト へ の 参 加 、 工 場 見 学 の

受 け 入 れ 、 展 示 会 な ど で 外 部 刺 激

を 注 入 し 、 学 習 と モ チ ベ ー シ ョ ン

ア ッ プ を 図 っ て い る 。 ま た 、 経 営

ビ ジ ョ ン を ビ ジ ュ ア ル 化 し て 全 員

で 挑 戦 し て い る 。

　 さ ら に 遠 藤 は 、 荒 川 区 若 手 経 営

者 の “ 明 日 の 飯 の 種 を 作 る ” 勉 強

会 「 あ す め し 会 」 の 代 表 幹 事 と し

て も 活 躍 し て い る 。

《 元 気 な 中 小 企 業 の こ こ に 学 ぶ 》� 株 式 会 社 日 興 エ ボ ナ イ ト 製 造 所

「 エ ボ ナ イ ト 」 の 独 自 製 品 を

開 発 す る 唯 一 の メ ー カ ー 東 日 本 支 部 マ ネ ジ メ ン ト 部 会
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〔 略 　 歴 〕

遠 藤 智 久

１ ９ ９ ４ 年 に 大 学

卒 業 後 、 段 ボ ー ル

メ ー カ ー に 就 職 。

98 年 に 退 社 し 、 株

式 会 社 日 興 エ ボ ナ イ ト 製 造 所 に 入

社 。 10 年 に 代 表 取 締 役 に 就 任 。 12 年

に 荒 川 区 の 若 手 経 営 者 の 事 業 継 承 研

究 会 「 あ す め し 会 」 の 代 表 幹 事 に 就

任 。 09 、 10 年 に Ｔ Ａ Ｓ Ｋ も の づ く り

大 賞 共 同 開 発 部 門 奨 励 賞 を 連 続 受

賞 。 経 営 理 念 は 「 相 手 に 喜 び を 与 え

る 。 暮 ら し の 中 に エ ボ ナ イ ト を 」 。
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　 大 田 区 の 下 町 の 一 角 に 、 世 界 中

の 工 場 で 生 産 さ れ る 部 品 の 基 準 と

な る マ ス タ ー ゲ ー ジ を 供 給 す る ダ

イ ヤ 精 機 株 式 会 社 が あ る 。 超 精 密

加 工 技 術 を 持 ち 、 お 客 様 へ の 対 応

力 は 他 に 類 を み な い 、 同 社 の 強 さ

の 源 を 探 っ た 。 ［ 文 中 敬 称 略 ］

◆　　　 ◆　　　 ◆

【 １ 】 社 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ

　 先 代 が 急 逝 し 、 娘 の 諏 訪 が 32 歳

で 社 長 に 就 任 。 会 社 と 従 業 員 を 守

る こ と 、 看 板 で あ る ゲ ー ジ を 残 す

こ と を 決 意 す る 。 ３ 年 間 の 経 営 改

革 計 画 を 基 に 、 社 員 の 意 識 改 革 や

社 内 活 性 化 に 取 り 組 み 、 意 見 集 約

型 組 織 へ と 改 変 。 多 様 な ニ ー ズ に

応 え る べ く 、 設 備 投 資 と 共 に 、 生

産 管 理 シ ス テ ム の 刷 新 と 対 策 を 従

業 員 目 線 で 実 行 し た 。 お 客 様 に

は 、 強 み で あ る 超 精 密 加 工 技 術 と

ニ ー ズ へ の 対 応 力 の 良 さ で 臨 み 、

信 頼 を 勝 ち 得 た 。

【 ２ 】 市 場 の 選 択

　 創 業 時 代 か ら の ゲ ー ジ の 市 場 を

踏 襲 し た 。 当 初 は 治 工 具 の 低 価 格

品 の 割 合 が 高 か っ た が 、 リ ー マ ン

シ ョ ッ ク 後 、 低 価 格 品 の 受 注 は 減

少 。 自 動 車 産 業 の 伸 長 に よ り ゲ ー

ジ の 需 要 が 増 え 、 受 注 の 主 要 部 分

を 占 め る よ う に な っ た 。 今 後 は 超

精 密 加 工 技 術 が 生 か せ る 医 療 分 野

の 市 場 も 開 拓 し た い と い う 。

【 ３ 】 構 造 変 化 対 応

　 産 業 の 発 展 と 高 度 化 に よ り 、 生

産 の 自 動 化 ・ 効 率 化 、 多 品 種 少 量

生 産 、 品 質 の 高 精 度 化 な ど が 進

み 、 現 場 か ら の 要 求 は 多 種 多 様 と

な っ た 。 変 化 す る ニ ー ズ に 対 応 す

る べ く 、 ス ピ ー デ ィ な 設 計 ・ 製

造 、 生 産 工 程 の 自 動 化 と デ ー タ ベ

ー ス 化 、 バ ー コ ー ド に よ る 一 元 管

理 を 採 用 し 、 材 料 選 定 か ら 完 成 ま

で の 一 貫 生 産 シ ス テ ム を 構 築 。 生

産 現 場 で は 作 業 員 の 融 通 性 を 考

え 、 多 能 工 化 を 図 っ て い る 。

【 ４ 】 コ ア 技 術

　 マ ス タ ー ゲ ー ジ の 超 精 密 加 工 技

術 は 、 伝 統 的 な 職 人 の 世 界 で 生 み

出 さ れ た 技 術 で あ り 、 海 外 メ ー カ

ー で は 真 似 で き な い 。 ゲ ー ジ は 寸

法 １ μ 、 角 度 秒 単 位 の 精 度 で の 測

定 を 保 証 し 、 世 界 中 の 工 場 で 生 産

さ れ る 部 品 の 基 準 と な っ て い る 。

ゲ ー ジ は 品 質 、 納 期 、 コ ス ト を 守

る た め 、 材 料 選 定 、 設 計 ・ 製 造 、

完 成 ま で 一 貫 し た 工 程 と 生 産 管 理

シ ス テ ム の 下 で 生 産 。 し か し 、 ゲ

ー ジ の 精 度 は 職 人 の 腕 （ ノ ウ ハ ウ

や 勘 所 ） に 負 う 部 分 が 大 き く 、 現

場 の 人 材 の 育 成 が 欠 か せ な い 。

【 ５ 】 外 部 情 報 収 集 、 協 力 者

　 社 長 自 ら 展 示 会 や 各 種 メ デ ィ ア

に 積 極 的 に 登 場 し 、 情 報 発 信 ・ 受

信 の 機 会 を 数 多 く 作 っ て い る 。 特

に 訪 問 先 の 現 場 と の や り と り か ら

得 ら れ る 情 報 は 貴 重 で あ り 、 大 手

メ ー カ ー へ の 技 術 者 の 派 遣 は 、 も

の づ く り の 考 え 方 と 技 術 を 得 る 機

会 と な っ て い

る 。 ま た 、 Ｔ

大 学 と の 産 学

連 携 は 、 医 療

分 野 へ の 進 出

機 会 と し て 期

待 を か け て い る 。

【 ６ 】 人 材 育 成

　 お 客 様 の 役 に 立 つ 問 題 解 決 型 の

会 社 を 目 指 し 、 人 材 育 成 に 注 力 。

技 術 者 は 新 人 か ら 採 用 し 、 交 換 日

誌 の 活 用 に よ る 意 識 改 革 、 基 礎 教

育 、 人 材 育 成 制 度 を 活 用 し て 、 少

数 精 鋭 の 技 術 者 集 団 に 育 て て い

る 。 若 者 と ベ テ ラ ン の 融 合 を 図 る

こ と で 、 技 術 の 伝 承 と と も に モ チ

ベ ー シ ョ ン の 向 上 を 促 し 、 現 場 の

ヒ ュ ー マ ン ス キ ル を 磨 い て い る 。

《 元 気 な 中 小 企 業 の こ こ に 学 ぶ 》� ダ イ ヤ 精 機 株 式 会 社

超 精 密 加 工 技 術 と 顧 客 対 応 力 が

お 客 様 の 信 頼 を 生 み 出 す 東 日 本 支 部 マ ネ ジ メ ン ト 部 会
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〔 略 　 歴 〕

諏 訪 貴 子

ダ イ ヤ 精 機 株 式 会

社 代 表 取 締 役 。 １

９ ９ ５ 年 大 学 卒

業 、 98 年 ダ イ ヤ 精

機 株 式 会 社 に 入 社 、 04 年 代 表 取 締 役

に 就 任 、 現 在 に 至 る 。 08 年 経 済 産 業

省 「 Ｉ Ｔ 経 営 実 践 企 業 」 認 定 、 10 年

大 田 区 「 優 工 場 」 認 定 、 12 年 日 経 Ｗ

Ｏ Ｍ Ａ Ｎ 「 ウ ー マ ン ・ オ ブ ・ ザ ・ イ

ヤ ー ２ ０ １ ３ 」 大 賞 、 東 京 商 工 会 議

所 「 勇 気 あ る 経 営 大 賞 」 優 秀 賞 、 東

京 都 「 中 小 企 業 も の づ く り 人 材 育 成

知 事 賞 」 奨 励 賞 。 座 右 の 銘 は 「 世 の

中 に は 幸 福 も 不 幸 も な い 。 た だ 考 え

方 で ど う に で も な る の だ 」 （ ウ ィ リ

ア ム ・ シ ェ ー ク ス ピ ア ） 。
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　 最 先 端 の 超 微 細 加 工 を 強 み と す

る ５ 社 が 、 お 客 様 の 思 い を 形 に す

べ く 、 知 恵 と 技 術 を 出 し 合 う 加 工

受 託 チ ー ム を 結 成 。 活 力 あ る も の

づ く り 活 動 の 根 源 を 、 ２ 回 に わ た

り 探 っ て い く 。 ［ 文 中 敬 称 略 ］

◆　　　 ◆　　　 ◆

【 １ 】 パ ー ト ナ ー シ ッ プ

　 新 た な ニ ー ズ を 発 掘 し な け れ ば

生 き 残 れ な い ─ リ ー マ ン ・ シ ョ

ッ ク 以 降 の 売 上 減 少 と い う 苦 境 に

対 処 す る た め 、 09 年 、 埼 玉 県 入 間

市 周 辺 に 本 拠 を 置 く 異 業 種 ５ 社 が

「 チ ー ム 入 間 」 を 結 成 し た 。

　 ５ 社 は 、 日 本 で な け れ ば で き な

い 技 術 ・ 品 質 を 開 発 す る 経 営 理 念

を 共 有 し て い る 。 そ れ ぞ れ 、 金

型 、 レ ー ザ ー 加 工 、 プ レ ス 、 ダ イ

カ ス ト 、 切 削 と い う 得 意 技 を 有 し

て お り 、 こ れ ら の 融 合 に よ り 、 製

品 企 画 段 階 か ら 材 料 選 定 、 加 工 、

組 立 ま で の ト ー タ ル ソ リ ュ ー シ ョ

ン を 提 供 し て い る 。 今 年 ４ 月 に は

『 ガ イ ア の 夜 明 け 』 で 紹 介 さ れ 、

一 躍 注 目 を 集 め る よ う に な っ た 。

　 各 社 と も 、 お 客 様 に 寄 り 添 い 、

思 い を 形 に す る 能 力 を 有 し て い る

が 、 １ 社 で は 商 談 に 至 ら な い こ と

も あ る 。 し か し 、 チ ー ム 入 間 で 対

応 す れ ば 商 談 に 発 展 す る と い っ た

ケ ー ス が 増 え て い る 。 ま た 、 各 社

の 社 員 の モ チ ベ ー シ ョ ン ア ッ プ に

つ な が る な ど の 成 果 も 出 て い る 。

【 ２ 】 市 場 の 選 択

　 超 微 細 加 工 の 成 長 分 野 を 選 び 出

し 、 技 術 開 発 を 進 め て い る 。 今

後 、 成 長 が 期 待 さ れ る ス マ ー ト フ

ォ ン な ど の 電 子 機 器 、 航 空 宇 宙 機

器 、 医 療 用 機 器 な ど 、 最 先 端 微 細

分 野 の グ ロ ー バ ル ニ ッ チ の ト ッ プ

を 志 向 し た 活 動 を 行 っ て い る 。

【 ３ 】 構 造 変 化 へ の 対 応

　 変 化 へ の 対 応 と 、 顧 客 ニ ー ズ の

深 掘 り を 目 指 し 、 定 期 的 な 情 報 交

流 を 通 じ て 互 い を 刺 激 し 合 っ て い

る 。 日 本 な ら で は の 高 い 技 術 ・ 品

質 の 開 発 を 目 指 し 、 経 営 体 質 の 強

化 に も 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る 。

【 ４ 】 コ ア 技 術

　 チ ー ム 入 間 の 総 合 力 を 象 徴 す る

も の と し て 、 「 マ イ ク ロ ギ ア ボ ッ

ク ス 」 を 試 作 。 １ ０ ０ 分 の １ ミ リ

単 位 で 製 造 さ れ た 28 点 の 部 品 を 、

１ 辺 ６ ミ リ の マ イ ク ロ ギ ア ボ ッ ク

ス に 組 み 立 て た も の だ 。 そ の 過 程

で は 、 各 社 の 得 意 技 術 や 設 備 を 持

ち 寄 り 、 １ ミ リ 以 下 の 微 細 部 品 の

組 立 が で き る マ イ ク ロ 部 品 組 立 装

置 を 独 自 に 開 発 。 現 在 は 国 内 外 の

企 業 に も 売 り 込 ん で い る 。

【 ５ 】 外 部 情 報 収 集 と 協 力 者

　 異 業 種 企 業 、 大 学 等 研 究 機 関 と

連 携 す る な ど 、 地 域 や 機 能 別 の ネ

ッ ト ワ ー ク を 作 り 、 新 た な 技 術 開

発 、 営 業 活 動

に 取 り 組 ん で

い る 。 ま た 、

展 示 会 、 講 演

会 な ど に も 積

極 的 に 参 加

し 、 人 脈 づ く

り や 情 報 発

信 ・ 収 集 を 行

っ て い る 。

［ ６ ］ 人 材 育 成

　 人 材 育 成 で は 、 各 社 の 経 営 哲 学

に 基 づ き 、 「 社 員 を 幸 せ に す る こ

と を 通 し て の 社 会 貢 献 」 を 第 一 と

し て い る 。 も の づ く り は 人 の 成 長

か ら と し 、 微 細 加 工 に 欠 か せ な い

匠 の 技 術 の 伝 承 に も 積 極 的 に 取 り

組 ん で い る 。 ま た 、 日 本 な ら で は

の オ ン リ ー ワ ン 技 術 の 開 発 を 目 指

し 、 チ ー ム 入 間 の 行 動 指 針 に 基 づ

い た 人 材 育 成 を 行 っ て い る 。

《 元 気 な 中 小 企 業 の こ こ に 学 ぶ 》� チ ー ム 入 間

超 微 細 加 工 の 協 業 受 注 集 団

「 チ ー ム 入 間 」 ① 東 日 本 支 部 マ ネ ジ メ ン ト 部 会
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◎ 松 下 製 作 所

　 精 密 プ レ ス 金 型 の 設 計 製 作 と 最

先 端 の 精 密 プ レ ス 部 品 で あ る 電 気

部 品 、 電 子 部 品 、 光 学 部 品 、 航 空

機 部 品 な ど を 製 造 ・ 販 売 。 七 転 び

八 起 き を モ ッ ト ー に 、 お 客 様 の 要

望 に 応 え る 技 術 開 発 に 挑 戦 。 も の

づ く り 中 小 企 業 製 品 開 発 等 支 援 事

業 の 認 定 を 受 け た 難 加 工 材 ス テ ン

レ ス の 難 加 工 技 術 の 開 発 は そ の 一

例 で あ る 。 海 外 か ら の 要 望 に 応 え

て 91 年 に マ レ ー シ ア に 進 出 。 国 際

企 業 と し て も 発 展 し て い る 。

◎ テ ラ ダ イ

　 精 密 ア ル ミ ダ イ カ ス ト の 金 型 設

計 製 作 か ら 製 品 製 造 ま で の 一 貫 し

た 技 術 提 案 を 行 う 。 主 な 製 品 は 自

動 車 エ ン ジ ン 部 品 。 ダ イ カ ス ト 業

界 の ニ ュ ー リ ー ダ ー を 目 指 し て 活

動 。 産 官 学 研 究 開 発 チ ー ム を 作

り 、 最 先 端 の 半 凝 固 ダ イ カ ス ト の

研 究 を 行 い 、 日 本 初 の 高 品 質 ・ 高

強 度 の 半 凝 固 ダ イ カ ス ト に よ る 小

型 精 密 製 品 の 製 造 を 可 能 と し た 。

　 今 回 は 、 最 先 端 の 超 微 細 加 工 を

強 み と す る 異 業 種 チ ー ム の コ ア 技

術 を 紹 介 す る 。 ［ 文 中 敬 称 略 ］

◆　　　 ◆　　　 ◆

【 １ 】 最 先 端 超 微 細 加 工 技 術 の 創 造

　 日 本 で な け れ ば で き な い モ ノ づ

く り 技 術 の 開 発 に 情 熱 を 注 ぐ ５ 社

は コ ア 技 術 を 基 に ス マ ー ト フ ォ ン

な ど の 電 子 機 器 、 航 空 宇 宙 機 器 、

医 療 用 機 器 な ど の 分 野 で グ ロ ー バ

ル ニ ッ チ の ト ッ プ を 目 指 す 。 製 品

企 画 段 階 か ら 参 画 し 、 お 客 様 の 思

い を 形 に す る 提 案 か ら 組 立 製 造 ま

で 一 貫 サ ポ ー ト を 行 っ て い る 。

【 ２ 】 各 社 の コ ア 技 術

◎ 入 曽 精 密

　 職 人 技 と Ｉ Ｔ の 融 合 を 追 求 し た

独 創 的 な 超 微 細 切 削 加 工 技 術 の 開

発 に 、 強 い 使 命 感 と 情 熱 を 傾 け て

い る 。 ア ル ミ 切 削 の バ ラ や ０ ・ ３

㎜ の 世 界 最 小 サ イ コ ロ は 技 術 力 の

象 徴 だ 。 05 年 に 日 経 も の づ く り 大

賞 を 受 賞 。 森 精 機 製 作 所 、 東 大 な

ど と 産 学 共 同 の 微 細 加 工 研 究 を 行

い 、 ６ ㎜ の マ イ ク ロ ギ ア ボ ッ ク ス

を 組 み 立 て る マ イ ク ロ 部 品 組 立 装

置 を 開 発 ・ 販 売 す る 。

◎ 東 成 エ レ ク ト ロ ビ ー ム

　 精 密 な 電 子 ビ ー ム 、 レ ー ザ 加 工

技 術 の 開 発 で 36 年 の 歴 史 を 持 つ 。

産 総 研 、 東 大 な ど と 産 学 共 同 で 高

密 度 エ ネ ル ギ ー 技 術 を 研 究 。 バ リ

の 出 な い 、 熱 変 形 が 出 な い な ど の

超 精 密 ・ 微 細 の 電 子 ビ ー ム 、 レ ー

ザ 加 工 技 術 を 開 発 。 溶 接 、 切 断 、

穴 あ け 、 表 面 処 理 な ど の 様 々 な 技

術 課 題 の 解 決 を 提 案 す る 総 合 モ ノ

づ く り 企 業 を 目 指 し て い る 。 04 年

に 日 経 も の づ く り 大 賞 を 受 賞 。

◎ 狭 山 金 型 製 作 所

　 日 の 丸 を 背 負 っ た 超 微 細 高 品 質

の Ｋ Ａ Ｎ Ａ Ｇ Ａ Ｔ Ａ （ プ ラ ス チ ッ

ク 成 形 金 型 ） 製 作 と 成 形 品 を 製 造

し て 「 外 貨 を 稼 ぐ 中 小 企 業 」 を 目

指 し て い る 。 ０ ・ 04 ㎜ の 世 界 最 小

ク ラ ス の 成 形 金 型 、 ０ ・ １ ㎜ ピ ッ

チ の コ ネ ク タ 成 形 は 技 術 力 の 象 徴

で あ る 。 品 質 は 「 心 の 質 」 が 生 む

と 考 え 、 社 員 の 力 ・ 匠 の 技 が 発 揮

で き る 職 場 環 境 作 り に 注 力 。 外 貨

を 稼 ぐ た め 海 外 企 業 連 携 を 構 築 し

て 、 12 年 に は シ ン ガ ポ ー ル 企 業 と

現 地 に Ｊ Ｖ を 設 立 し た 。

《 元 気 な 中 小 企 業 の こ こ に 学 ぶ 》� チ ー ム 入 間

超 微 細 加 工 の 協 業 受 注 集 団
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割 り 裂 く こ と で ２ 分 割 ・ ３ 分 割 が

で き 、 複 雑 ３ 次 元 形 状 の 一 体 加 工

や 異 種 金 属 の 接 合 な ど も 可 能 。 接

合 は 挟 み 込 む 方 式 が と ら れ 、 強 い

接 合 力 が 得 ら れ る 。 ０ ・ ８ ㎜ の 鋼

板 分 割 が で き る た め 、 微 細 部 品 に

も 活 用 で き る 。 国 内 特 許 取 得 、 海

外 特 許 申 請 中 、 さ ら に 「 割 裂 工

法 」 の 意 匠 登 録 も 取 得 し て い る 。

【 ５ 】 外 部 情 報 収 集 、 協 力 者

「 割 裂 工 法 」 は ま っ た く 新 し い 技

術 で あ り 、 同 社 か ら 情 報 発 信 し な

け れ ば お 客 様 に 届 か な い た め 、 新

聞 ・ 雑 誌 ・ ホ ー ム ペ ー ジ な ど 各 種

メ デ ィ ア を 積

極 的 に 活 用 。

ま た 、 グ ロ ー

バ ル 対 応 と し

て 海 外 の 展 示

会 に も 出 展 。

物 流 面 で は 大

手 の 関 連 会 社

日 立 オ ー ト モ

ー テ ィ ブ シ ス テ ム ズ を 通 じ 、 世 界

の 大 手 自 動 車 メ ー カ ー へ 部 品 供 給

す る 体 制 を 構 築 し て い る 。

【 ６ 】 人 材 育 成

　 グ ロ ー バ ル 市 場 を 目 標 と す る 同

社 。 人 材 面 で は 国 内 の 大 学 、 現 地

事 務 所 か ら 中 国 語 、 英 語 が 話 せ る

ス タ ッ フ を 採 用 す る な ど 体 制 が 整

い つ つ あ る 。 工 場 内 で は 、 経 営 層

と 従 業 員 が 積 極 的 に コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を 図 っ て お り 、 社 員 の モ チ

ベ ー シ ョ ン は 高 い 。 

　 世 界 初 の 新 技 術 「 割 裂 （ わ り さ

き ） 工 法 」 を 開 発 し 、 注 目 を 浴 び

て い る 茨 城 県 日 立 市 の 自 動 車 部 品

メ ー カ ー 、 株 式 会 社 関 プ レ ス 。 技

術 を ブ ラ ン ド 化 し グ ロ ー バ ル 市 場

で の 受 注 拡 大 を 目 指 す 、 そ の 活 力

源 を 探 っ た 。 ［ 文 中 敬 称 略 ］

◆　　　 ◆　　　 ◆

【 １ 】 社 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ

　 関 プ レ ス は 、 祖 父 ・ 関 正 男 が １

９ ５ ０ 年 に 創 業 。 現 社 長 の 関 正 克

は 、 ２ 代 目 の 父 が 体 調 を 崩 し た 折

り に 帰 郷 し 、 06 年 に ３ 代 目 社 長 に

就 任 し た 。 創 業 者 の 「 ３ 代 目 社 長

の 大 変 さ 」 と い う 言 葉 を 真 摯 に 受

け 止 め 、 お 客 様 や 協 力 者 の 助 言 を

得 な が ら 新 事 業 ・ 新 技 術 の 開 発 に

注 力 し 、 「 次 の 世 代 に 引 き 継 げ

る 」 環 境 作 り に 徹 し て い る 。

　 東 日 本 大 震 災 発 生 後 、 工 場 の 被

災 や 復 旧 後 の 受 注 減 な ど 、 厳 し い

経 営 環 境 の 中 で オ リ ジ ナ ル 技 術 の

重 要 性 を 痛 感 し 、 技 術 開 発 に 資 源

を 集 中 さ せ 、 世 界 初 の 「 割 裂 工

法 」 を 成 功 さ せ た 。

【 ２ 】 市 場 の 選 択

　 同 社 は 日 立 製 作 所 多 賀 工 場 向 け

の 家 電 部 品 製 造 か ら 始 ま り 、 ビ デ

オ カ メ ラ や 自 動 車 部 品 へ と 市 場 を

広 げ て い っ た 。 そ の 後 、 同 工 場 が

東 海 工 場 （ 家 電 部 品 ） と 佐 和 工 場

（ 自 動 車 部 品 ） に 分 社 化 さ れ た

際 、 創 業 者 が 自 動 車 好 き で あ っ た

こ と か ら 佐 和 工 場 を 選 択 、 以 来 自

動 車 部 品 の 市 場 に 徹 し て い る 。

【 ３ 】 構 造 変 化 対 応

　 割 裂 工 法 は 、 工 程 削 減 に よ る 時

間 減 と 省 エ ネ 効 果 で 50 〜 80 ％ の コ

ス ト ダ ウ ン 、 及 び 品 質 向 上 な ど へ

の 優 れ た 対 応 力 が 見 込 ま れ る 。 ま

た 、 進 化 す る 自 動 車 の 電 子 部 品 や

電 装 、 内 装 、 ハ イ ブ リ ッ ド ・ 電 気

自 動 車 な ど の 関 連 部 品 へ も 活 用 の

拡 大 が 見 込 ま れ る 。 さ ら に 、 お 客

様 の グ ロ ー バ ル 展 開 に 追 従 し 、 情

報 の 円 滑 な 配 信 ・ 入 手 の た め 、 ベ

ト ナ ム 、 台 湾 に 事 務 所 を 設 立 し て

い る 。

【 ４ 】 コ ア 技 術

　 従 来 の プ レ ス 加 工 、 シ ェ ー ビ ン

グ 加 工 に 「 割 裂 工 法 」 を 追 加 。 同

工 法 は 、 プ レ ス 金 型 で 金 属 素 材 を

《 元 気 な 中 小 企 業 の こ こ に 学 ぶ 》� 株 式 会 社 関 プ レ ス

世 界 初 の 新 技 術 「 割
わ り

裂
さ き

工 法 」 を 開 発

グ ロ ー バ ル 市 場 で 受 注 拡 大 東 日 本 支 部 マ ネ ジ メ ン ト 部 会

連
　
　
載

会
社
の
概
要

本
　
社
：
茨
城
県
日
立
市
千
石
町
4-
3-
20

設
　
立
：
19
50
（
昭
和
25
）
年
５
月

資
本
金
：
4,
20
0万
円

代
表
取
締
役
：
関
正
克
（
45
歳
）

売
上
高
：
10
億
円
（
24
年
８
月
期
）

従
業
員
：
85
人

事
業
内
容
：
新
技
術
開
発
、
試
作
加
工
／
各
種
金

型
設
計
製
作
／
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
、

順
送
、
単
発
プ
レ
ス
加
工
、
溶
接
／

部
品
組
立
加
工

0

社
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

コ
ア
技
術

市
場
の
選
択

構
造
変
化
対
応

外
部
情
報
収
集

人
材
育
成

5 5

4.
8

5

4.
7

5

要
因
評
価

5 4 3 2 1

〈
成
功
要
因
評
価
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ート
〉

評
価
点
は
部
会
が
設
定
し
た
評
価
表
に
も
と
づ
き
5点
法
で
評
価

割
裂
工
法
を
活
用
し
た
丸
形
金
具

〔 略 　 歴 〕

関　 正 克

株 式 会 社 関 プ レ ス

代 表 取 締 役 。 １ ９

９ １ 年 大 学 卒 業 、

94 年 入 社 、 06 年 代

表 取 締 役 に 就 任 。 第 １ 回 「 常 陽 ビ ジ

ネ ス ア ワ ー ド ２ ０ １ ２ 」 最 優 秀 賞 受

賞 （ 主 催 ・ 常 陽 銀 行 ） 、 平 成 25 年 い

ば ら き 産 業 大 賞 奨 励 賞 受 賞 （ 主 催 ・

茨 城 県 ） 。

座 右 の 銘 は 「 技 術 な く し て 未 来 な

し 」 。
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μ 。 バ リ や 反 り の な い 切 断 、 ス プ

リ ン グ バ ッ ク に 影 響 さ れ な い 曲 げ

加 工 技 術 を 誇 る 。

　 金 型 レ ス に よ り 、 金 型 へ の 初 期

投 資 は す べ て 不 要 。 サ ー ビ ス パ ー

ツ 製 作 用 の 金 型 維 持 費 も 不 要 と な

る 。 ま た 、 切 削 レ ス で は 、 切 屑 が

出 な い こ と と 加 工 時 間 の 短 縮 に よ

る 省 資 材 ・ 低 コ ス ト を 実 現 。 今 後

も 最 高 の 人 材 育 成 と 世 界 最 高 の 最

新 設 備 に 投 資 し 、 最 先 端 の も の づ

く り 企 業 と し て の 成 長 を 目 指 す 。

【 ５ 】 外 部 情 報 収 集 と 協 力 者

　 新 事 業 が 話 題 と な り 、 多 く の メ

デ ィ ア 取 材 を 受 け て い る 。 ま た 、

百 聞 は 一 見

に 如 か ず の

方 針 か ら 海

外 展 示 会 に

も 参 加 し 、

最 新 技 術 の

探 求 に 努 め

て い る 。

【 ６ 】 人 材 育 成

　 最 新 鋭 の 工 作 機 械 を 相 手 に す る

た め 、 ゼ ロ か ら 方 法 を 考 え 、 失 敗

し な が ら や っ て 覚 え る こ と を 重

視 。 「 何 と か な る 」 を 社 是 と し 、

社 長 自 ら 情 熱 的 に 仕 事 に 臨 む こ と

で 「 引 き 受 け た 仕 事 は 最 後 ま で 粘

り 強 く や り 遂 げ る 」 と い う 気 概 を

社 員 に 植 え つ け て い る 。

　 ま た 、 社 員 の モ チ ベ ー シ ョ ン ア

ッ プ に は 公 正 ・ 公 平 な 評 価 と 報 酬

が 重 要 と 考 え 、 個 々 の 成 果 を 細 か

く 評 価 し 、 報 酬 と し て 還 元 。 普 段

か ら 社 員 と 食 事 を 共 に し 、 ２ 〜 ３

カ 月 に 一 度 は 全 員 で 食 事 会 を 行

い 、 社 員 と の 距 離 を 縮 め て い る 。

　 常 識 を 変 え た 超 高 精 度 の 塑 性 加

工 に よ る 金 型 レ ス 、 切 削 レ ス の 板

金 加 工 で 急 成 長 を 遂 げ た 企 業 の 秘

密 に 迫 っ た 。 ［ 文 中 敬 称 略 ］

◆　　　 ◆　　　 ◆

【 １ 】 社 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ

　 社 会 に 出 て １ 年 後 、 家 業 の プ レ

ス 屋 を 手 伝 う が 、 事 業 は 危 機 に 瀕

し て い た 。 起 死 回 生 を 狙 い 、 金 型

を 使 わ な い 真 逆 の 商 売 を し よ う と

板 金 屋 に 転 じ 、 高 性 能 マ シ ン を 購

入 、 01 年 に 株 式 会 社 井 口 一 世 を 設

立 し た 。

　 従 来 の 金 型 を 使 っ た 加 工 や 切 削

加 工 を 、 金 型 レ ス 、 切 削 レ ス に 置

き 換 え 、 低 コ ス ト ・ 短 納 期 の 新 事

業 を 開 拓 。 さ ら に 、 ノ ウ ハ ウ 、 加

工 技 術 を す べ て デ ー タ 化 、 そ の 蓄

積 デ ー タ を 最 新 設 備 で 活 用 し 製 造

す る Ｉ Ｃ Ｔ と 加 工 技 術 の 融 合 に よ

り 、 高 精 度 で 安 定 的 な 加 工 を 可 能

と し た 。

　 ま た 、 文 系 、 理 系 を 問 わ ず 優 秀

な 社 員 の 採 用 と 育 成 に も 注 力 。 特

に 、 女 性 の 能 力 を 生 か す 職 場 環 境

の 整 備 と 、 公 正 ・ 公 平 な 評 価 制 度

が 評 判 を 呼 び 、 昨 年 度 の 応 募 者 数

は 約 ６ ０ ０ 人 と な り 、 女 性 ３ 名 、

男 性 ２ 名 を 採 用 。 創 業 時 は 男 性 ２

人 で 始 ま っ た が 、 現 在 は 従 業 員 30

人 。 う ち ７ 割 が 女 性 で 、 平 均 年 齢

は 29 歳 と 若 い 。

【 ２ 】 市 場 の 選 択

　 高 精 度 を 要 求 さ れ る 金 型 や 切 削

加 工 で 製 作 し て い た 部 品 を 、 金 型

レ ス 、 切 削 レ ス で 従 来 の 加 工 と 同

等 以 上 の 精 度 か つ 低 コ ス ト で 提

供 。 結 果 、 同 技 術 を 適 用 で き る 部

品 で あ れ ば 、 業 界 を 絞 る こ と な く

あ ら ゆ る 分 野 に 展 開 し て い る 。

【 ３ 】 構 造 変 化 へ の 対 応

　 グ ロ ー バ ル 競 争 時 代 に 対 応 す べ

く 、 超 高 精 度 の 塑 性 加 工 技 術 を 確

立 。 顧 客 の ム リ ・ 難 題 を 引 き 出 す

ソ リ ュ ー シ ョ ン 型 営 業 と と も に 、

製 品 を 問 わ ず 、 あ ら ゆ る ニ ー ズ に

応 え る 体 制 で 、 日 々 技 術 を 高 め て

い る 。

【 ４ 】 コ ア 技 術

　 同 社 の 塑 性 加 工 技 術 は 高 精 度 を

極 め 、 １ ０ ０ ０ ｍ ｍ 長 で 誤 差 10

《 元 気 な 中 小 企 業 の こ こ に 学 ぶ 》� 株 式 会 社 井 口 一 世

超 高 精 度 の 塑 性 加 工 で

金 型 レ ス 、 切 削 レ ス 化 を 実 現 東 日 本 支 部 マ ネ ジ メ ン ト 部 会

連
　
　
載

会
社
の
概
要

本
　
社
：
東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
4-
10
-1

設
　
立
：
20
01
年
４
月
26
日

資
本
金
：
9,
50
0万
円

代
表
取
締
役
：
井
口
一
世
（
58
歳
）

売
上
高
：
63
億
円

従
業
員
：
30
人

事
業
内
容
：
金
属
加
工
用
金
型
の
設
計
・
製
作
、

金
属
プ
レ
ス
加
工
、
板
金
加
工
、
各

種
の
表
面
処
理
・
熱
処
理
、
各
種
ア

ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
工
場
・
生
産
技

術
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

0

社
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

コ
ア
技
術

市
場
の
選
択

構
造
変
化
対
応

外
部
情
報
収
集

人
材
育
成

5 5

4.
8

5

5

5

要
因
評
価

5 4 3 2 1

〈
成
功
要
因
評
価
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ート
〉

評
価
点
は
部
会
が
設
定
し
た
評
価
表
に
も
と
づ
き
5点
法
で
評
価

最
新
鋭
の
ド
イ
ツ
製
レ
ー
ザ
ー
プ
レ
ス 〔 略 　 歴 〕

井 口 一 世

株 式 会 社 井 口 一 世

代 表 取 締 役 。 ２ ０

０ １ 年 に 株 式 会 社

井 口 一 世 を 創 業 、

代 表 取 締 役 に 就 任 。 12 年 に 「 東 京 都

経 営 革 新 優 秀 賞 」 最 優 秀 賞 を 受 賞 。

13 年 に 「Japan Venture Awards 

2013 」 で 経 済 産 業 大 臣 賞 を 受 賞 。
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点 が 最 大 の 特 徴 で あ る 。

　 微 細 歯 車 加 工 技 術 や 独 自 開 発 の

Ｃ Ｄ （Chiba Dies ） 加 工 な ど 、 多

様 な 生 産 技 術 の 強 み は 、 同 社 の も

の づ く り 力 の 基 礎 と な っ て い る ほ

か 、 さ ら な る 技 術 充 実 に 向 け て 、

「 チ バ 大 学 」 （ 社 内 講 座 ） を 開 設

し 、 プ ラ ス チ ッ ク 歯 車 の 基 礎 技 術

の 修 練 に も 努 め て い る 。

【 ５ 】 外 部 情 報 収 集 と 協 力 者

　 情 報 の 受 発 信 に は 、 各 種 メ デ ィ

ア や 展 示 会 を 積 極 的 に 活 用 。 大 学

と の 産 学 協 同 研 究 で プ ラ ス チ ッ ク

歯 車 の 基 礎 ・ 応 用 技 術 を 強 化 。 大

手 会 社 の 技

術 部 と も 連

携 し 、 ギ ヤ

に つ い て ト

ー タ ル サ ポ

ー ト や 実 用

技 術 の 交 流

を 図 っ て い

る 。

【 ６ 】 人 材 育 成

　 市 場 変 化 に 対 応 す べ く 、 技 能 マ

ッ プ を 活 用 し た 教 育 を 通 じ て 、 多

能 工 化 を 図 っ て い る 。

　 特 に 技 術 教 育 で は 、 オ リ ジ ナ ル

教 本 『 プ ラ ス チ ッ ク 歯 車 （ ト ラ イ

ボ ロ ジ ー 的 特 性 と 強 度 ・ 低 騒 音 設

計 ） 』 を 用 い て 、 基 礎 技 術 力 の 向

上 に 努 め て い る 。 同 時 に 、 教 育 に

は 自 由 度 を 持 た せ る こ と で 、 自 己

実 現 と モ チ ベ ー シ ョ ン ア ッ プ も 促

し て い る 。

　 東 京 ・ 葛 飾 区 。 創 業 以 来 、 歯 車

一 筋 に 研 究 開 発 か ら 生 産 、 検 査 ま

で 一 貫 し て 手 掛 け 、 お 客 様 に ソ リ

ュ ー シ ョ ン を 提 供 し 続 け る 、 世 界

に 類 を 見 な い メ ー カ ー が あ る 。 高

い 課 題 解 決 力 と 素 早 い 行 動 力 の 源

を 探 っ て み た 。 ［ 文 中 敬 称 略 ］

◆　　　 ◆　　　 ◆

【 １ 】 社 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ

　 １ ９ ３ ６ 年 に 先 々 代 が 創 業 し た

千 葉 製 作 所 で 経 験 を 積 ん だ 先 代

が 、 66 年 に 同 社 を 設 立 。 独 自 の 異

形 棒 切 削 加 工 、 金 型 製 作 、 ノ ブ シ

ッ ク ギ ヤ の 開 発 な ど を 手 掛 け 、 特

色 を 打 ち 出 し て い っ た 。

　 99 年 に 30 歳 で 社 長 に 就 任 し た 現

社 長 は 、 パ イ オ ニ ア 精 神 に 富 み 、

新 し い 顧 客 価 値 の 共 創 な ど で 同 社

を 力 強 く 牽 引 。 試 作 品 １ 個 か ら ト

ー タ ル ソ リ ュ ー シ ョ ン ま で の 提 供

を 通 じ て 、 世 界 に 類 を 見 な い 小 形

歯 車 メ ー カ ー へ と 成 長 さ せ た 。

【 ２ 】 市 場 の 選 択

　 小 形 歯 車 市 場 は 従 来 の コ ピ ー 機

や カ メ ラ 向 け の ニ ー ズ は 減 り 、 自

動 車 用 歯 車 へ シ フ ト し て い る 。 他

方 で 、 特 殊 な 歯 車 ・ 歯 形 ・ 金 型 へ

の 要 求 も 根 強 い 。 現 在 、 小 形 歯 車

の 活 用 分 野 は 自 動 車 、 医 療 、 Ｏ Ａ

な ど 。 材 質 も 金 属 、 プ ラ ス チ ッ ク

な ど 幅 広 い 要 求 が あ る 。

【 ３ 】 構 造 変 化 へ の 対 応

　 お 客 様 が 求 め る 研 究 が で き る 、

製 品 が す ぐ で き る 、 変 化 す る 要 求

に 即 応 す る こ と を コ ン セ プ ト に 、

研 究 開 発 、 製 品 、 工 具 、 金 型 、 機

械 、 検 査 具 ま で ト ー タ ル に 対 応 で

き る 体 制 を 構 築 し 、 差 別 化 を 図 っ

て い る 。 ま た 、 社 内 に 研 究 開 発 の

基 盤 と し て 、 各 種 試 験 を 行 う プ ラ

ス チ ッ ク ・ ギ ヤ ・ シ ス テ ム 研 究 所

を 開 設 。 そ の ほ か 、 生 産 面 で は 多

能 工 化 と 職 能 マ ッ プ を 利 用 し 、 効

率 的 な 配 員 を 行 っ て い る 。

【 ４ 】 コ ア 技 術

　 金 型 と 歯 車 と の 関 連 を 熟 知 し 、

新 し い も の を 創 造 す る 力 や 、 諸 問

題 を 解 決 す る 能 力 が コ ア 技 術 で あ

る 。 お 客 様 の 要 求 を 歯 車 ・ 金 型 の

両 面 よ り 考 え 、 材 料 、 形 、 加 工 な

ど の 諸 技 術 を 一 体 化 し 、 対 応 す る

《 元 気 な 中 小 企 業 の こ こ に 学 ぶ 》� 株 式 会 社 チ バ ダ イ ス

歯 車 一 筋 ！　 お 客 様 に

幅 広 い ソ リ ュ ー シ ョ ン を 提 供 東 日 本 支 部 マ ネ ジ メ ン ト 部 会
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〔 略　 歴 〕

千 葉 英 樹

株 式 会 社 チ バ ダ イ

ス 代 表 取 締 役 社

長 。 １ ９ ９ １ 年 大

学 卒 業 、 93 年 に 入

社 、 99 年 に 代 表 取 締 役 社 長 に 就 任 。

07 年 度 経 済 産 業 省 「 元 気 な モ ノ 作 り

中 小 企 業 ３ ０ ０ 社 」 に 選 定 。 07 年 度

東 京 商 工 会 議 所 「 第 ５ 回 勇 気 あ る 経

営 大 賞 」 を 受 賞 。 座 右 の 銘 は 「 も の

ご と は 原 理 原 則 の 下 で 考 え 判 断 す

る 」 。
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　 革 新 的 な プ レ ス 工 法 に よ り 、 金

属 製 品 な ど の 大 幅 な コ ス ト ダ ウ ン

を 実 現 す る 独 自 の 「 Ｃ Ｆ Ｐ 工 法 」

を 通 じ て 、 お 客 様 や 地 域 の 人 々 に

喜 ば れ る 「 も の 創 り 」 に 注 力 す る

企 業 の 経 営 を 学 ぶ 。 ［ 文 中 敬 称 略 ］

◆　　　 ◆　　　 ◆

【 １ 】 社 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ

　 １ ９ ７ ３ 年 、 父 親 が プ レ ス 加 工

の 下 請 け 会 社 を 創 業 。 そ の 後 、 メ

ー カ ー と の 直 接 取 引 に 向 け て 、 金

型 製 作 を 可 能 と す る 開 発 環 境 を 整

え 、 順 送 プ レ ス 加 工 と 冷 間 鍛 造 技

術 を 融 合 さ せ た 「 Ｃ Ｆ Ｐ 工 法 」

（Cold Forging Progressive ／ 超

精 密 冷 間 鍛 造 順 送 プ レ ス 加 工 ） を

開 発 、 自 動 車 分 野 へ 進 出 し た 。

　 ２ ０ ０ ０ 年 に は 、 最 新 の プ レ ス

加 工 技 術 を 研 究 す る Ｖ Ｔ （Value 

Technology ） 研 究 所 を 設 立 。 従

来 の 「 も の 造 り 」 企 業 か ら 、 お 客

様 に 喜 ば れ る 「 も の 創 り 」 を 行 う

価 値 提 案 型 企 業 へ の 進 化 を 図 っ て

い る 。

【 ２ 】 市 場 の 選 択

　 超 精 密 か つ 、 切 削 加 工 品 な ど の

大 幅 な コ ス ト ダ ウ ン を 実 現 す る Ｃ

Ｆ Ｐ 工 法 に 適 し た 自 動 車 部 品 を 製

作 。 関 連 す る 売 上 が 90 ％ を 占 め 、

毎 期 と も 高 収 益 を 確 保 し て い る 。

【 ３ 】 構 造 変 化 へ の 対 応

　 グ ロ ー バ ル 戦 略 の 一 環 と し て 海

外 営 業 用 人 材 の 育 成 に 注 力 し 、 提

案 型 営 業 を 通 じ た 海 外 需 要 の 国 内

取 り 込 み を 進 め て い る 。 特 に 欧 州

で は ド イ ツ を タ ー ゲ ッ ト と し 、 販

路 開 拓 に 努 め て い る 。 ま た 、 今 後

発 展 が 見 込 ま れ る 医 療 分 野 で の 取

り 組 み に も 挑 戦 し て い る 。

【 ４ 】 コ ア 技 術

　 独 自 の Ｃ Ｆ Ｐ 工 法 は 、 従 来 の プ

レ ス 加 工 で は 不 可 能 だ っ た 部 品 製

作 を 可 能 と し 、 大 幅 な コ ス ト ダ ウ

ン を 実 現 す る 技 術 。 そ の ベ ー ス と

な る 千 分 の 一 ㎜ 以 下 の 超 精 密 金 型

を 作 る た め 、 12 年 に は 、 社 屋 地 下

11 ｍ に 真 っ 白 な 床 と 壁 に 囲 ま れ た

美 術 館 の よ う な 金 型 工 場 「 夢 工

場 」 を 建 設 。 工 場 内 は 常 に 23 ℃ ±

０ ・ ３ ℃ 以 内 に 制 御 さ れ 、 振 動 を

従 来 比 十 分 の 一 以 下 に 抑 制 す る 工

夫 も 施 さ れ て い る 。

　 研 究 開 発 専 門 の Ｖ Ｔ 研 究 所 は 18

名 ほ ど の 研 究 員 が 在 籍 し 、 プ レ ス

成 形 解 析 な ど を 用 い て 、 お 客 様 の

開 発 段 階 か ら Ｖ Ａ ／ Ｖ Ｅ 提 案 を 行

い 、 試 作 か ら 量 産 ま で を ト ー タ ル

サ ポ ー ト し て い る 。 そ の 甲 斐 も あ

り 、 14 年 に は ニ ッ チ な 分 野 で 高 い

世 界 シ ェ ア を 有 し 、 良 好 な 経 営 を

実 現 す る 企 業 を 選 定 す る 経 済 産 業

省 「 グ ロ ー バ ル ニ ッ チ ト ッ プ 企 業

１ ０ ０ 選 」 に も 選 出 さ れ た 。

【 ５ 】 情 報 収 集 と 協 力 者

　 情 報 の 発 信 ・ 収 集 を 国 内 外 で 活

発 に 行 い 、

提 案 型 営 業

を 進 め て い

る 。 設 備 の

多 く は 、 専

門 メ ー カ ー

と 共 同 開 発

し た 独 自 の

高 剛 性 ・ 高

精 度 機 で あ り 、 そ の ほ か 、 企 業 連

携 と と も に 、 国 や 県 の 支 援 活 動 を

積 極 的 に 活 用 し な が ら 研 究 開 発 を

進 め て い る 。

【 ６ 】 人 材 育 成

　 大 好 き な 仕 事 で 家 族 （ 社 員 ） が

幸 せ に な り 、 お 客 様 ・ 地 域 社 会 に

貢 献 で き る 思 い や り の あ る ワ ー ク

ラ イ フ バ ラ ン ス を 大 切 に す る 社 風

づ く り を 行 っ て い る 。 技 術 教 育 で

は 10 年 に 基 礎 コ ー ス と 実 践 コ ー ス

か ら な る 「 も の づ く り 未 来 塾 」 を

開 設 。 人 事 で は 、 立 ち 位 置 を 明 確

に す る 資 格 制 度 （ 技 術 ス タ ッ フ ・

マ ネ ー ジ ャ ー ） を 設 け 、 給 料 を 体

系 付 け て い る 。

　 社 員 の 意 欲 と 能 力 を 引 き 出 し 、

地 域 社 会 へ の 貢 献 と と も に 顧 客 へ

の 価 値 提 案 を 積 極 的 に 行 う 同 社

は 、 14 年 、 経 済 産 業 省 の 第 ２ 回

「 お も て な し 経 営 企 業 選 」 に 選 出

さ れ て い る 。

《 元 気 な 中 小 企 業 の こ こ に 学 ぶ 》� 株 式 会 社 サ イ ベ ッ ク コ ー ポ レ ー シ ョ ン

「 も の 創 り 」 で お 客 様 ・

地 域 の 人 々 を 幸 せ に す る 東 日 本 支 部 マ ネ ジ メ ン ト 部 会
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〔 略 　 歴 〕

平 林 巧 造

株 式 会 社 サ イ ベ ッ

ク コ ー ポ レ ー シ ョ

ン 代 表 取 締 役 社

長 。 大 学 卒 業 後 、

04 年 に 入 社 、 09 年 代 表 取 締 役 社 長 に

就 任 。 13 年 、 日 経 も の づ く り 「 強 い

工 場 ア ワ ー ド 」 大 賞 受 賞 、 14 年 、 経

済 産 業 省 「 グ ロ ー バ ル ニ ッ チ ト ッ プ

企 業 １ ０ ０ 選 」 「 お も て な し 経 営 企

業 選 」 に 選 出 。

座 右 の 銘 は “No Fan, No Challenge, 

No Success. ”



お わ り に 

 

グローバル、デジタル、情報通信技術の変化の激しい時代に、世界で勝てる企業を目指して各社

が自社の経営資源をベースに取り組む経営方法は種々様々である。しかし、経営の基本に徹すると

ともに変化を察知してどのように独自の価値創造をするかは各社共通であり、われわれはその大切

さをあらためて学ぶことができた。21ページと 22 ページに記した 37 社の一覧表には、高評価（成

功要因６項目の評価が高い）、O.ONE（オンリーワンの技術、製品、ビジネスモデル）、再建（赤字

会社の再建）、創業（会社の創業）のカテゴリー別表示を入れた。各社の経営方法を学ぶ上で参考

なればと思う。 

 

黄綬褒章、最優秀経営者賞を受賞しておられる伊那食品工業㈱の塚越寛会長は、自著『いい会社

をつくりましょう』の中で、会社の目的と手段を取り違えないよう、会社の目的は従業員を幸せに

すること、このためには将来を見据えた末広がりの経営をすることを提唱されている。 

この考え方は、たびたび日経ビジネス誌に掲載され、今日求められている有能な人材を獲得・育

成している独自の「もの創り」をほかの企業トップが注目していると日経新聞で紹介されている。 

 

また、㈱コミーの小宮山栄社長は『なぜ社員 10 人でもわかりあえないのか』の中で少人数経営

の実践的なノウハウを書いている。ＮＨＫや日経ビジネス誌などでも注目されており、小人数経営

や部下のマネジメントの参考になると思う。 

 

さらに、女性の活躍が期待される今日、主婦の立場から赤字会社を再建された女性リーダーが４

名おられる。日本電鍍工業㈱の伊藤麻美社長、小松ばね工業㈱の小松節子会長、山陽プレス工業㈱

の檜垣昌子社長、ダイヤ精機㈱の諏訪貴子社長である。いずれの方も経済産業省の「ものづくりな

でしこＪＡＰＡＮ」に選ばれた名経営者である。会社再建の経営方法の参考になると思う。 

 

37 社の経営トップには、大変お忙しい中、長時間およぶインタビューや会社案内の機会をいただ

いた。また、2004 年から本研究会に参加している部会メンバーの熱心な取り組みにより、10 年間

という長いスパンで研究活動を続けることができた。ここに心から感謝の意を表する次第である。 
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マネジメント部会 メンバー表 

 

編

集 
氏  名 会社・団体名／所属／役職／ＶＥなどの資格 

◎ 
主  査  

名古屋 純也 
名古屋バリュー・サービス 代表 ＣＶＳ 

◎ 
副主査   

大塚 憙作 
バリューアドバンス 代表 ＣＶＳ 

○ 
副主査    

八木 君敏 
日本経営システム協会 理事 

 
石田 明徳 水戸工業㈱ 営業本部 技術士 

 
稲見 一政 Ｖ.Ｉ.ＰＬＡＮＮＩＮＧ 代表 ＣＶＳ 

＊ 大塚 校市 ＯＫマネージメント 代表 中小企業診断士 社会保険労務士 ＣＶＳ 

 
狩野   貴 

日立建機㈱ 開発本部 開発支援センタ 原価企画部 主任技師 

ＶＥＬ 

 
苅谷 尚子 ㈱福原イノベーション研究所 経営管理本部 ＶＥＬ 

 
神田   篤 ㈱ハイメック 専務取締役 

 
小泉   章 ㈱日立製作所 電力システム社 ＶＥＣ/ＧＰＥＣセンタ長 ＶＥＳ 

 
坂田   博 ヒロ・フューチャーリサーチセンター 代表 

 
櫻井 敬三 

日本経済大学大学院 教授 博士（技術経営） 技術士（経営工学）  

ＣＶＳ 

 
佐々 松音 ＭＳバリューコンサルタント 代表 ＣＶＳ  

 
中村 泰輔 三菱重工業㈱ 調達部 
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           ＶＥ特別資料 

元気な中小企業のここに学ぶ 
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